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８月１日現在

人 の う ご き

　アロハ献血が８月７日からの３日間、市内各所で
行われました。県内でも最大規模の献血事業です。
初日には、開会セレモニーが砂むし会館「砂楽」で
行われ、菜の花レディが１日所長に任命されました。
また、夏休みを利用し市内の中学・高校生たちも応
援に駆けつけ、献血の協力を呼び掛けました。

命 をつなぐ無償の愛
アロハ献血に多くの協力

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,368 人　 （＋  26）
　男　　19,755 人　 （＋  14）
　女　　23,613 人　 （＋  12）
世帯数　19,276 戸　 （＋  36）

税の種類 期　　別
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

３期

口 座 振 替 日 ９月25日（水）
納付書での納期限 ９月30日（月）

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室納税係
　☎㉒2111（内線234）

指宿地域
８月26日～９月１日	 ㈱岩野建設　	☎㉓3302
　　　　　　　　　	 　（夜・休☎㉔3538）
９月２日～８日	 中村設備　　	☎㉒3013
　　９日～15日	 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　16日～22日	 ㈲和田水道　	☎㉒4522
　　23日～29日	 ㈱西園組　　	☎㉕2517
　　30日～10月６日	 ㈲上林山組　	☎㉕5515
　　　　　　	（夜・休☎090-2511-4331）

山川地域
９月	 	 ㈱市山組　　	☎㉟9321
10月	 	 ㈲東水道工務店☎㉟2447

開聞地域	
９月	 	 ㈲中村組　　	☎㉜2228
10月	 	 永吉建設㈱　	☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

９月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231

☎㉓3730
９月８日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿さがら病院

☎㉒2710
☎㉒3079

９月15日
（日）

【外科】長野整形外科クリニック
【内科】いぶすき内科

☎㉓3291
☎㉓3239

９月16日
（月）

【外科】生駒外科医院
【内科】宮薗病院（※）

☎㉒3059
☎㉜2001

９月22日
（日）

【外科】木之下クリニック
　　　　		（旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】指宿温泉病院

☎㉓3940
☎㉕3653

９月23日
（月）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

９月29日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉗1177
☎㉟0101

10月６日
（日）

【外科】指宿医療センター
　　　　（旧国立病院機構指宿病院）
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231

☎㉔3770

項目 薬局名 電話番号月日
９月１日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

９月８日
（日） 三愛調剤薬局 ☎㉔4715

９月15日
（日） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

９月16日
（月）

チェリー調剤薬局
かいもんトミタ薬局

☎㉔3705
☎㉜5234

９月22日
（日）

イブスキ薬局
ヨシ薬局

☎㉔4516
☎㉕3678

９月23日
（月） わたせ薬局 ☎㉒4739

９月29日
（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

10月６日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。
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長寿番付表
８月22日現在（敬称略）

横綱
大関
関脇
小結

前頭筆頭
前頭二枚目
前頭三枚目
前頭四枚目
前頭五枚目
前頭六枚目
前頭七枚目
前頭八枚目
前頭九枚目
前頭十枚目
前頭十一枚目
前頭十二枚目
前頭十三枚目
前頭十四枚目
前頭十五枚目
前頭十六枚目
前頭十七枚目
前頭十八枚目

番付 西東
上　瀬　シ　ヲ
當時久保　ヨ　シ
大　吉　アサキク
德　留　ミ　子
德　留　ユ　キ
上玉利　フチエ
　　鍵　シツエ
東　　　琴　聲
岩　本　チ　エ
前　田　フ　ミ
西　村　ミ　ヱ
北　﨑　ユ　ミ
池　堂　フヂヱ
東屋敷　シヅエ
今柳田　幸　江
野　元　フ　ミ
外　薗　建　七
森　永　虎　吉
髙小野　フ　ミ
大　西　靜　子
東　　　ユ　キ

104
103
103
102
102
102
102
101
101
101
101
101
101
100
100
100
100
100
100
100
100

前原下　　　　　

大当　　　　　　

弥次ヶ湯　　　　

大園原　　　　　

大牟礼中　　　　

大牟礼東　　　　

下吉　　　　　　

町４区東　　　　

宮ヶ浜　　　　　

徳光苑　　　　　

上東　　　　　　

宮　　　　　　　

大牟礼西　　　　

南十町　　　　　

高野原　　　　　

宮　　　　　　　

東（福元）　　　

野道　　　　　　

玉利　　　　　　

高野原　　　　　

利永中　　　　　　　

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

中　村　シツカ
南　　　ヨ　シ
野　元　ス　エ
今　井　エ　ダ
迫　田　オキミ
米　滿　キクエ
中　村　タケマツ
京　田　ノ　エ
立　山　久　江
東　　　ミ　サ
鰺　坂　タツ子
山　下　サミエ
田　口　ケ　サ
坂　上　ハルキク
外　薗　文　子
下　吉　義　巳
上久保　ツイミツ
迫　田　フ　ヂ
松　下　ト　キ
中　馬　静　子
西　元　オサヨ
德　留　キクエ

104
104
103
103
102
102
102
102
101
101
101
101
101
101
100
100
100
100
100
100
100
100

薩摩富士荘

南迫田

尾掛

薩摩富士荘

徳光

徳光苑

今村

玉井

町３区西

町２区東

摺ヶ浜中

後馬場

尾下

上野東

町２区西

丈六

薩摩富士荘

今村

永吉

町１区東

薩摩富士荘

下里

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

平成25年度

※希望者のみ掲載しています。

長
寿
の

輝
き

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

　
　
　
　

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

　「敬老の日」の由来は、昭
和22年に兵庫県野間谷村（現
在は多可町）で始まった「と
しよりの日」です。「としより
の日」は、老人を大切にし、
高齢者の知恵を借りて村づく
りをしようと、気候のよい９
月15日に定められました。
　昭和25年には兵庫県全体で
９月15日を「としよりの日」
にしようとする県民運動が開
始されました。翌年には、全
国社会福祉協議会が全国運動
を提唱し、９月15日から21日
までの１週間を運動週間とし
て、全国でさまざまな活動が
推進されました。
　その後、「としよりの日」は
「老人の日」に改称され、昭
和41年には国民の祝日「敬老
の日」へと発展しました。平
成13年には老人福祉法が改正
され、平成14年からは９月15
日を「老人の日」、21日までの
１週間を「老人週間」と定め
ました。そして、「国民の祝日
に関する法律」の改正により、
平成15年から、９月の第３月
曜日が「敬老の日」となり、
現在に至っています。
　「敬老の日」は、諸外国に
はない日本独特の祝日です。

敬老の日の由来
毎
年
の
同
窓
会
で

教
え
子
と
会
う
の
が
楽
し
み

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
本
市
在
住
の
高
齢
者
に
対
し
、
長
寿

を
祝
福
し
、
敬
愛
の
意
を
表
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
金
額

　

平
成
25
年
９
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住

所
を
有
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
満
年
齢
で

次
の
表
に
該
当
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
満
１
０
０
歳
に
達
し
た
人
に
は
、
誕
生

日
に
訪
問
し
、
特
別
敬
老
祝
金
（
10
万

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
方
法

対
象
者
に
文
書
で
通
知
し
、
９
月
16
日

の
敬
老
の
日
ま
で
に
支
給
し
ま
す
。
申

請
は
不
要
で
す
。　

※
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
も
記
念
品
を

支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

特
集 

敬
老
の
日

　

９
月
16
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　

８
月
１
日
現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
90
歳

以
上
の
人
は
１
，０
１
９
人
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
45
人
い
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
来
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
。

ご
長
寿
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

敬
老
祝
金
の
支
給

対象者 金　額

満80歳
5,000円

満85歳

満88歳

10,000円
満90歳

満95歳

満99歳

満105歳 50,000円

対象者と金額

中
馬　

静
子
さ
ん
（
１
０
０
歳
）

町
１
区
東

　

中
馬
静
子
さ
ん
は
、
山
川
金
生
町
の
自

宅
で
暮
ら
す
大
正
２
年
４
月
生
ま
れ
の
１

０
０
歳
。
長
生
き
を
さ
れ
て
い
る
中
馬
さ

ん
に
、
長
寿
の
秘
け
つ
や
思
い
出
な
ど
を

尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

「
一
番
の
思
い
出
は
、
山
川
小
学
校
で

教
員
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
当
時
は
戦

争
中
だ
っ
た
の
で
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち

と
イ
モ
や
タ
バ
コ
の
葉
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
子
ど
も
た
ち
と
山
川
港

で
の
遠
泳
大
会
や
遠
足
で
開
聞
岳
登
山
を

し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
こ

ろ
の
子
ど
も
た
ち
も
、
現
在
で
は
80
歳
を

超
え
て
い
ま
す
。
今
で
も
、
教
え
子
の
同

窓
会
に
呼
ば
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
励
ま
し
の

言
葉
を
も
ら
う
と
元
気
が
出
ま
す
。

　

ず
っ
と
健
康
で
い
ら
れ
た
の
は
、
足
腰

が
強
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
学
生
の

こ
ろ
は
、
移
動
は
ほ
と
ん
ど
歩
き
だ
っ
た

の
で
、
足
腰
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
足
も
自
由
が
利
か
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
最
近
ま
で
墓
参
り
が
毎
日
の
日

課
で
し
た
。
近
ご
ろ
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
多
く
の
人
と
話
す
の
が
楽
し
み
。
最
年

長
で
す
が
、
み
ん
な
仲
良
く
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
月
１
回
、
親
戚
が
集
ま
っ
て

の
茶
話
会
も
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。」

　

元
気
な
口
調
で
昔
の
思
い
出
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
中
馬
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
健

康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

特集 敬老の日
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特集 敬老の日

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

に
経
験
や
能
力
を
生
か
せ
る
仕
事
を
提
供

し
、
自
ら
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
登
録
会
員
数

は
１
９
７
人
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

草
刈
り
や
庭
木
の
せ
ん
定
、
農
作
業
、
屋

内
外
の
清
掃
、
大
工
、
左
官
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

会
員
登
録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
は
昨

年
５
月
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

事
務
所
は
、
国
立
病
院
機
構
指
宿
医
療

セ
ン
タ
ー
近
く
に
あ
る
旧
指
宿
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
所
内
に
あ
り
ま
す
。

床の張り替え

チラシ配付
あて名書き 洗たく

留守番・家事全般の
お手伝い・話相手
留守番・家事全般の
お手伝い・話相手

雨どいの掃除
（１階のみ）

植木の手入れ
（せん定）

障子の
張り替え

水回りの掃除水回りの掃除

板塀造り・
ペンキ塗り
（大工）

棚作り

パソコンでの
原稿づくり　草取り・芝刈り

（手作業と機械刈り）

ブロック積み
（左官）

花壇作り

水やり

波板の
張り替え

倉庫・物品庫等
の片付け
倉庫・物品庫等
の片付け

買い物

畑作業

網戸の張り替え

食事の支度

庭掃除
賞状書き・命名書

子守り・育児の
お手伝い

窓ふき

家具などの移動
（同じフロアのみ）
家具などの移動

（同じフロアのみ）

家庭内外の掃除
（年末の大掃除等）

お気軽にご相談ください
こんな仕事を引き受けています

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
旧
指
宿

広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
所
内
）

　

☎
㉓
５
１
３
０

会
員
の
声

清
掃
作
業

　清掃・福祉部門で登録しました。汗を流しな
がら、一生懸命掃除をしています。きれいにな
ると気持ちがすっきりしてうれしいです。

大
工
作
業

　初仕事後の食事が最高においしかったことが
印象に残っています。それ以来、仲間と作業に
行くのが楽しみです。

久川　豊さん（潟口）

シルバー人材センター

　定年退職後でも引き続き何らかの仕事を続けることで社会とのつながり
を持ち、自分にあったライフスタイルを過ごしたいと考える高年齢者が増
えています。
　シルバー人材センターは、福祉活動の増進に資するとともに、活力ある
地域社会づくりを目的に設立・運営されている公益法人です。

福島　道子さん（大園原）

高齢者の豊かな経験・知識・技能を
ぜひ活用してください

訪
問
理
容
・
美
容
助
成
事
業

　

自
宅
で
寝
た
き
り
の
65
歳
以
上
の
人
が
、

理
容
・
美
容
業
者
の
出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
に
、
理
容
料
や
美
容
料
の

助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
家

族
な
ど
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

■
助
成
額　

出
張
訪
問
サ
ー
ビ
ス
１
回
に

つ
き
、
２
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
た
２

分
の
１
の
額
（
年
４
枚
ま
で
。
た
だ
し
、

枚
数
は
申
請
月
で
異
な
り
ま
す
。）

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）、介
護
保

険
証
が
必
要

紙
お
む
つ
等
支
給
事
業

　

在
宅
で
、
要
介
護
３
以
上
と
認
定
さ
れ

た
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
人
に
、

１
カ
月
３
，０
０
０
円
、
ま
た
、
要
介
護
４

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
１
カ

月
６
，０
０
０
円
を
限
度
に
紙
お
む
つ
等
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
限
度

額
内
の
１
割

■
手
続
き　
印
鑑（
認
め
印
可
）、介
護
保
険

証
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
等
が
必
要

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

食
の
確
保
と
自
立
支
援
を
推
進
す
る
た

め
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
訪
問
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
決
定
は
、
面
接
調
査
を
行
い
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
（
12
月
31
日
か
ら
翌
年
１
月

３
日
）
を
除
き
、
昼
食
・
夕
食
を
配
達
す

る
こ
と
で
、
併
せ
て
安
否
確
認
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
利
用
料　

１
食
４
５
０
円
（
低
所
得
者

は
４
０
０
円
）

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）
が
必
要

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

迅
速
で
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
通
報
装
置
（
ご
く
簡
単
な
操
作
で
、

緊
急
事
態
を
自
動
的
に
通
報
で
き
る
装
置
）

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
額　

４
，５
０
０
円

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）、居
住
地

域
の
民
生
委
員
の
意
見（
同
意
）が
必
要

砂
む
し
温
泉
無
料
入
浴
（
砂
楽
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

年
間
24
回
を
限
度
と
し
て
砂
む
し
会
館「
砂

楽
」
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
入
浴
料　

無
料
（
た
だ
し
、
貸
し
浴
衣

代
、
タ
オ
ル
代
が
各
１
０
０
円
必
要
）

■
手
続
き　

保
険
証
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
し
、
砂
楽
（
☎
㉓
３
９
０

０
）
で
申
請

　

こ
の
他
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
、
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
と
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん

の
温
泉
入
浴
助
成
（
１
回
２
０
０
円
・
年

48
回
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
手
続
き　

免
許
証
等
の
身
分
証
明
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
そ
の
手
帳
）

を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
・
内
線
２
８
４
）
ま

た
は
山
川
・
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係
で
申
請

老
人
福
祉
車
購
入
費
助
成

　

歩
行
の
際
に
つ
え
等
が
必
要
な
高
齢
者

が
、
老
人
福
祉
車
（
手
押
し
車
）
を
購
入

す
る
場
合
に
、
購
入
前
の
申
請
に
よ
り
４
，

０
０
０
円
の
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
で
在
宅
の
人

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）、居
住
地

域
の
民
生
委
員
の
意
見
（
同
意
）
が
必

要

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
助
成

　

健
康
保
持
と
保
健
の
向
上
を
図
る
た
め
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
は

り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施

術
助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
８
０
０
円
（
年

間
30
枚
）

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）、保
険
証

等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

年
度
か
ら
券
受
領
確
認
の
た
め
、
印
鑑

ま
た
は
署
名
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

比
較
的
元
気
な
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
公
民
館
等
で
介
護
予
防
の

各
種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

対
象
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
利
用
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

※
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
手
続
き　

印
鑑
（
認
め
印
可
）
を
持
参

し
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
事
務
局
（
☎
㉗
０

８
２
２
）
で
申
請

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

　

市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
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SATSUMAFUJI PHOTO CONTEST
■
テ
ー
マ

　

開
聞
岳
の
あ
る
風
景

■
応
募
締
切
日

○
夏
の
風
景　

９
月
30
日（
月
）

○
秋
の
風
景　

11
月
29
日（
金
）

○
冬
の
風
景　

平
成
26
年
２
月
28

日（
金
）

○
春
の
風
景　

平
成
26
年
５
月
30

日（
金
）

※
年
間
を
通
し
て
、
１
人
最
大
４

点
ま
で

■
応
募
資
格

　

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
サ
イ
ズ

○
カ
ラ
ー
六
切
、
ま
た
は
Ａ
４
サ

イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の

※
合
成
・
加
工
写
真
お
よ
び
組
み

写
真
は
不
可

■
応
募
規
定

○
写
真
の
裏
面
に
必
ず
応
募
票
を

　

テ
ー
プ
で
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
コ
ピ
ー
や
自
作
で
も
可

○
作
品
は
応
募
者
本
人
に
よ
り
撮

影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
作
品
（
類

　

似
カ
ッ
ト
を
含
む
）
を
他
の
コ

ン
テ
ス
ト
と
二
重
で
応
募
す
る

こ
と
は
厳
禁
で
す
。

○
応
募
し
た
作
品
は
、
返
却
し
ま

せ
ん
。

○
何
月
か
ら
で
も
応
募
可
能
で
す
。

○
人
物
の
被
写
体
に
関
す
る
肖
像

権
な
ど
に
つ
い
て
は
、
応
募
者

の
責
任
に
お
い
て
了
解
が
得
ら

れ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
過
去
に
撮
影
し
た
も
の
も
可
と

し
ま
す
。

○
他
人
の
著
作
権
、
肖
像
権
の
侵

害
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
そ

れ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任

を
市
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
入

賞
が
判
明
し
た
場
合
は
、
入
賞

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
応
募
の
際
に
取
得
し
た
個
人
情

報
は
、
適
切
に
管
理
し
、
他
の

目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
作
品
の
著
作
権

　

作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に
帰

属
し
ま
す
が
、
市
は
展
覧
会
の

ほ
か
、
印
刷
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
利
用
す
る
権
利
を
保

有
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

直
接
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
折
曲
厳
禁
）。

■
賞
お
よ
び
賞
品

○
グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
点
）

　

賞
金
10
万
円
・
副
賞
（
ペ
ア
宿

泊
券
）

○
準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
３
点
）

　

指
宿
蔵
元
焼
酎
お
よ
び
指
宿
お

つ
ま
み
詰
め
合
わ
せ
等

○
入
賞
（
５
点
）

　

旬
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
等

○
特
別
賞

　

ペ
ア
食
事
券
（
四
季
ご
と
に
抽

選
し
ま
す
。
全
４
点
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
観
光
課
観
光
企
画
室
観

光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

　日本が誇る「富士山」が世界文化遺産に登録されたことを記念して、市では、日本百名山として
名高い薩摩富士の別名を持つ開聞岳を被写体とした、「薩摩富士（開聞岳）フォト
コンテスト」を実施します。四季折々に彩られた自慢の
写真の応募をお待ちしています。

薩摩富士（開聞岳）
フォトコンテスト

富士山世界文化遺産登録記念

タイトル
撮影年月日 平成　　　年　　　月　　　日
氏　名
住　所
連絡先

コメント

薩摩富士（開聞岳）フォトコンテスト応募票

あ
な
た
が
写
し
た
美
し
い
開
聞
岳
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真
を
大
募
集
！

いぶすき子ども映画祭

いぶすき子ども映画祭は、小学生から高校生までの子どもたち自らが、テーマに
沿ってホームビデオで映像を撮影し、３分間の映画を作り上げ、その作品を鑑賞・
表彰するイベントです。

　

こ
の
映
画
祭
は
、
映
像
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
今
の
世
の
中

に
訴
え
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い
こ

と
を
表
現
で
き
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
人
が
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
的
に

も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

昨
年
は
「
あ
な
た
に
と
っ
て
の

命
」
を
テ
ー
マ
に
、
感
動
す
る
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映

画
祭
部
門
の
テ
ー
マ
は
、
学
校
だ

け
で
な
く
現
代
社
会
の
問
題
に
も

な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
」
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
「
い
じ
め
」
と
向
き
合
い
、

考
え
、
作
り
上
げ
た
作
品
に
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
た
に
「
い
ぶ

す
き
子
ど
も
映
画
祭
部
門
」
を
設

け
、
自
由
な
テ
ー
マ
の
作
品
も
放

映
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
28
日（
土
）

　

○
開
場
13
時　

○
開
会
14
時

■
場
所　

丹
波
小
学
校 
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
（
３
階
）

■
入
場
料　

無
料

■
駐
車
場　

丹
波
小
学
校
校
庭

※
東
門
（
体
育
館
側
）
か
ら
入
り
、

　

南
側
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゲ
ス
ト
審
査
員

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
で
は

ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し
て
、
映
像

作
家
の
古
田
亘
氏
、
女
優
の
佐

藤
友
紀
氏
、
人
形
作
家
の
朝
隈

俊
男
氏
（
本
市
出
身
・
観
光
大

使
）
が
、
放
映
さ
れ
る
作
品
に

対
し
講
評
を
行
い
ま
す
。

○
映
像
作
家　

古
田　

亘
氏

○
女
優　

佐
藤
友
紀
氏

○
人
形
作
家　

朝
隈
俊
男
氏

　

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
部

門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
制
作

者
は
、
11
月
30
日（
土
）に
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ア

ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
in
南
あ

わ
じ
」
に
招
待
さ
れ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
日
本
各
地

の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
か
ら
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
の
友
好
協
力
40
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
海
外
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

に
加
え
、
新
た
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま
り
、
映
像

で
つ
な
が
る
国
際
交
流
の
場
も
設

け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
学
校
教
育
課
学
務
係

内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

優
秀
な
作
品
制
作
者
は

　
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
へ
招
待

　 キリトリ

　

 

キ
リ
ト
リ

アジア国際子ども映画祭九州ブロック大会
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指
宿
市
民
に
も

多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

ど
げ
ん
か

な
ら
ん
ど
か
い
…

悪
質
商
法
・
商
品
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

くらしのしおり

　

消
費
者
問
題
と
は
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
が
生
産
者
か
ら
私
た
ち
消

費
者
に
供
給
さ
れ
、
消
費
す
る
ま

で
の
過
程
で
発
生
す
る
あ
ら
ゆ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

販
売
方
法
も
多
様
化
す
る
中
、

消
費
者
問
題
も
複
雑
に
な
り
、
中

に
は
消
費
者
が
気
付
か
な
い
う
ち

に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
個

室
の
相
談
室
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
に
来
れ
な
く
て
も
、

電
話
や
自
宅
で
の
相
談
も
可
能
で

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
消
費
者
問
題
の
具
体
例

　

訪
問
販
売
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
、
振

り
込
め
詐
欺
、
多
重
債
務
や
ヤ

ミ
金
融
被
害
、
商
品
テ
ス
ト
や

表
示
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

お
断
り
シ
ー
ル
を
配
布

　

市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
、

「
悪
質
な
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー

ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
玄
関

な
ど
に
貼
っ
て
、
悪
質
な
訪
問
販

売
等
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
問
題
は

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

相談時間 ９：００～１７：００

１人で悩まないで！
まずは相談してください

指宿市 消費生活センター

サークル・団体・地域のみんなで、消費者トラブルに立ち向かおう！ 

　消費者問題を未然に防ぐためには、１人ひとりが知識を高めることも大事です。消費生活セン
ターでは「出前講座」を実施しています。少人数のグループでも対応します。希望日の２週間前
までに市消費生活センターに連絡してください。

消費者トラブル対策
 

焦って・慌てて
すぐ契約してしまった

“確実にもうかる”
なんて本当かな

平成25年度（２回目）提案公募型補助事業の採択事業

　市は、市民の皆さんが主体となった共生・協働のまちづくりを推進しています。
　提案公募型補助事業は、市民の皆さんの自由な提案で実施するまちづくり活動に対して、補助金を交付して応
援する事業です。
　市は、平成25年度２回目提案公募型補助事業として、市民と行政が協働して取り組むことで、より大きな成果
が期待できる４つのテーマを設定し、事業を募集しました。９団体（９事業）の応募があり、最終的に７事業（補
助金総額230万円）を採択しました。

No 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

１
新西方高齢者のふ
れあい・家庭内生
ゴミ処理促進事業

新西方
家庭内生ゴミ
有効利用
促進委員会

　生ゴミのＥＭ堆肥化をテーマに、独居高齢者の見守り活動を兼ねた生
ゴミ回収活動を行い、回収した生ゴミはＥＭ菌を使って堆肥化し、地域
産業や家庭菜園等で活用する。また、堆肥化等に関する勉強会・茶話会
を開催し、地域の世代間交流を行いながら高齢者の新たな生きがいづく
りを行う。

200,000円

２ 歩こう！
はじめの一歩

いぶすき
Ｌｉｎｅｓ

　イベント等で人が多く集まる機会に、ニュースポーツを手軽に体験す
る場を提供する。そして、新しいスポーツの楽しみ方や体幹トレーニン
グツール（スラックライン）の活用普及を図り、市民や本市を訪れる観
光客の健康づくりを推進する。また、将来的な観光体験ツールとしての
活用方法や研究を行う。

200,000円

３ ツマベニチョウを
大切に！

ツマベニチョウを
大切にする会

　市のチョウとして制定されている「ツマベニチョウ」に関し、市民ぐ
るみでのギョボク栽培やネット掛けによる外敵対策、通称ちょうちょう
橋でのＰＲイベント等を開催する。市民が一体となってツマベニチョウ
が生息しやすい環境づくりに取り組むことで、共生・協働によるまちづ
くりの意識醸成を図るほか、環境教育やイベント運営等研究のきっかけ
づくりを行う。

200,000円

４ 花のネットワーク
事業

いぶすき
花のネットワーク
花友

　指宿の温暖な気候を生かし、花の絶えないまちづくりを進めるため
に、ハンギングバスケット（つるしたり、壁に掛けたりする花の寄せ植
え）の普及・啓発を図る。また、市民向けの講習会を開催したりイベン
ト時に展示をしたりすることで、ハンギングバスケットをより多くの人
に知ってもらうことからスタートさせ、花を共通テーマとしたまちづく
りや、観光客を迎える華やかな雰囲気の創出へつなげる。

200,000円

５ Ｃｏｄｏｎぱーく 指宿ツーリズム
協議会

　子どもの勤労観や職業観を育むためのキャリアスタートを目的に、市
全体をフィールドとした指宿市版キッザニア（職業体験型テーマパー
ク）を実施する。そのため、市内事業者への啓発活動や学習会の開催、
体験メニューの具体的設計を行うとともに、小学生を対象としたプレイ
ベントの開催や体験メニューの実践を行う。

500,000円

６ さるくろ～ど計画 ｊｏｙｌｉｎｋ

　アーティストを活用（コラボ）した店舗内外のディスプレイ演出や手づ
くり雑貨等の委託販売、ワンコインのテイクアウト商品の開発のほか、
気ままに一休みできる空間設置を行う。市内外を問わず多くの人々が
「さるく（歩く）」ことのできる街並みづくりを行うことで、指宿駅前商
店街の交流人口の増加やにぎわい創出につなげる。

500,000円

７ 勝武士ラーメン
土産化事業

かつお節ラーメン
実行委員会

　指宿の食の魅力発信を目的とした勝武士ラーメン（山川産の本枯節を使
ったご当地ラーメン）を、もっと手軽に味わえるよう、土産品としての商
品開発を行う。また、開発した商品の定着、販売拡大をしていくことで
観光客の満足度の向上はもとより、かつお節産業の活性化を図る。　

500,000円

問い合わせ先　市民協働課パートナーシップ推進係　☎㉒2111（内線211）

７事業を採択

市民との協働のまちづくりを目指して

平成25年度（２回目）
提案公募型補助事業

１回目採択事業「大山わくわく探険ツアー」
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サツマイモのスープ

今月のレシピ紹介者
サリュー

道下克雄さん

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
知

識
を
身
に
付
け
、
人
と
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
食
べ
た
人
が
思
わ
ず
笑
顔
に

な
る
よ
う
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
作
る
。
そ
の

笑
顔
を
仕
事
の
や
り
が
い
に
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
に
か

け
た
愛
情
や
努
力
が
、
消
費
者
の
満
足
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
農
業
経
営
の
安
定

や
産
地
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
、
生
産
農
家
で
は
、
市
場
開
拓（
営

業
活
動
）、農
・
商
・
工
の
連
携
、
６
次
産

業
化
な
ど
、
特
徴
あ
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
産

地
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

15
年
ほ
ど
前
か
ら
宅
配
事
業
に
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。
今
で
は
、
１
，０
０
０
件
を

超
す
個
人
や
加
工
会
社
等
と
の
取
引
が
あ

り
、
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
取
り
組
み
方
や
価
値
観
は
生
産

者
ご
と
に
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
サ

ツ
マ
イ
モ
生
産
や
産
地
育
成
の
パ
イ
オ
ニ

ア
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
成
功

し
た
こ
と
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
助
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
、
さ
ら

に
は
そ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
６
次
産

業
化
。
そ
れ
ら
が
指
宿
で
農
業
を
志
す
若

者
た
ち
に
と
っ
て
、
将
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
思
う
農
業
で
あ
り
、
事
業
化
に
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

①サツマイモは水で洗った後、ふ
かすか火にかけて竹串が通るま
でゆでる。

②皮をむいて小さく切り、牛乳を
少しずつ加えながらミキサーに
掛ける。

③鍋に水と固形コンソメを入れて
沸かし、②と生クリームを加え、
焦がさないように混ぜる。塩と
白こしょうで味付けし、好みで
砂糖を少量加える。

④スープを皿に移し、仕上げにオ
リーブオイルと生クリーム、パ
セリを散らす。

■サツマイモ 　  500g
■牛乳　   500～600cc
■水　　　　 　400cc
■生クリーム  　50cc
■固形コンソメ
　　　　 ３個（12ｇ）
■塩　　  　 　　少々
■白こしょう　  少々
■砂糖   　  お好みで
■オリーブオイル　　
　　　　　　   　適量
■パセリ　　   　適量

作り方 材料（４人分）

おすすめ

レシピ旬

問い合わせ先　農政課農政係　☎㉒2111（内線711）

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
関
西
の
銀
行

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
27
歳
の
時
に
同

じ
銀
行
員
だ
っ
た
妻
と
一
緒
に
帰
郷
し
、

父
が
営
ん
で
い
た
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

当
時
は
干
し
大
根
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ

チ
ャ
の
生
産
が
主
で
し
た
が
、
現
在
は
、

夏
・
秋
作
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
、
冬
作
と

し
て
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
や
実
エ
ン
ド
ウ

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

山
川
サ
ツ
マ
イ
モ
部
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

指
宿
は
温
暖
で
気
候
条
件
が
良
く
、
１

年
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中

に
あ
っ
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
台
風
に
も
強

い
作
物
の
１
つ
で
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
１
７
０
５
年
、
岡
児
ヶ

水
の
前
田
利
右
衛
門
が
琉
球
か
ら
種
イ
モ

を
持
ち
帰
り
、
住
民
に
栽
培
を
勧
め
た
こ

と
か
ら
薩
摩
藩
領
内
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

「
伝
来
の
地
」
と
い
う
歴
史
あ
る
風
土

も
相
ま
っ
て
、
指
宿
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
生
産
が
昔
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

指
宿
、
と
り
わ
け
山
川
・
開
聞
地
域
の

土
壌
は
礫れ

き

質
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
形
に
ば

ら
つ
き
が
出
や
す
く
な
る
一
方
、
糖
度
が

増
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
気
候
条
件
に
よ
り
、
ト
ン
ネ

ル
栽
培
に
よ
る
早
出
し
出
荷
が
可
能
な
た

め
、
他
産
地
と
比
べ
て
よ
り
高
い
収
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
で
は
貯
蔵

技
術
が
向
上
し
た
こ
と
で
、
年
間
を
通
し

た
出
荷
も
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

品
質
が
良
い
も
の
を
作
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
多
様
化
す
る
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
産
地
づ
く
り
も

必
要
で
す
。
大
き
さ
や
形
状
な
ど
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
生
産
現
場
も
必

要
に
応
じ
て
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
は
シ
ビ
ア
で
す
。
１
度
の
失
敗

で
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
信
用
を
な
く
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

品
質
を
一
定
に
保
つ
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
経
験
や
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
条
件
に
も
大
き
く
左
右
さ

れ
る
た
め
、
毎
年
が
真
剣
勝
負
で
す
。 

　

水
は
け
が
良
く
風
光
明
媚
な
大
地
、
そ

し
て
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で
き
た
指
宿
の

サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。

　

「
ホ
ク
ホ
ク
で
抜
群
の
甘
さ
」。味
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
や
仲
買
人
に

こ
の
味
を
ど
う
伝
え
る
か
、
こ
れ
も
今
後

の
課
題
の
１
つ
で
す
。

　

ま
た
、
産
地
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代

に
は
、
生
産
現
場
で
培
う
経
験
や
研
究
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
研
修
会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

田畑　光雄さん　　地区：谷村下

指宿の　　り彩
サ ツ マ イ モ

　
歴
史
と
大
地
が

　
　
　
　
　
味
を
生
む

私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。

主
な
品
種

概　
　

要

サツマイモは、糖質やでん粉が多
いというイメージがありますが、カ
リウムやカルシウムなどのミネラル
やビタミンも多く含んでおり、その
栄養バランスの良さから準完全食
品とも呼ばれています。

学
名
等

栽
培
面
積

出　
　

荷　
　

量

主　

産　

地

生
産
量

生産量　約2,382t/年
（平成23年度）

ベニサツマ、コガネセンガン、
べにはるか

学名／ipomoea　batatas（L）
和名／サツマイモ
英名／sweet　potato

平成23年度　JAいぶすき取り扱い高（青果用）

平成23年度　主産地

鹿児島県
40%

茨城県
19%

千葉県
13%

宮崎県
8%

その他
20%

市栽培面積　約150ha
市生産農家　約170戸

（平成23年度）
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主
な
用
途
は
鍋
。
底
に
残
っ
た
具

は
、
さ
ぞ
か
し
取
り
に
く
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

岩
本
式
土
器
は
、
文
様
と
形
ど

ち
ら
を
と
っ
て
も
、
南
九
州
地
域

限
定
の
「
ご
当
地
土
器
」
と
い
え

る
の
で
す
。

　

指
宿
式
土
器
は
、
お
よ
そ
４
千

年
前
に
流
行
し
た
土
器
で
、
国
指

定
史
跡
指
宿
橋
牟
礼
川
遺
跡
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
当
時
、
指
宿
橋
牟

礼
川
遺
跡
は
「
指
宿
遺
跡
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な

名
前
が
付
い
た
の
で
す
。

　

指
宿
式
土
器
に
は
、
色
に
注
目

し
た
面
白
い
研
究
が
あ
り
ま
す
。

　

指
宿
橋
牟
礼
川
遺
跡
で
発
掘
さ

れ
た
指
宿
式
土
器
の
中
に
は
、
表

面
が
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る
も
の

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ピ
ン
ク
色
に
発
色
す
る
粘

土
を
よ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
指
宿

で
採
れ
る
カ
オ
リ
ン
（
温
泉
変
質

粘
土
）
が
材
料
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ピ
ン
ク
色
に
発
色
す

る
土
器
は
、
指
宿
市
周
辺
の
遺
跡

を
中
心
に
多
く
出
土
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
本
式
土
器
は
、
今
か
ら
約
１

万
年
前
に
南
九
州
で
流
行
し
た
土

器
で
、
岩
本
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

岩
本
式
土
器
の
文
様
に
は
、
縄

文
で
は
な
く
二
枚
貝
の
貝
殻
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。「
縄
文
土
器
」
な
ら
ぬ
、
い
わ

ば
「
貝
文
土
器
」
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
時
期
に
他
の
地
域

で
は
と
が
っ
た
底
や
丸
い
底
の
土

器
を
作
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
岩

本
式
土
器
は
、
平
た
い
底
の
ス
リ

ム
な
バ
ケ
ツ
型
を
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
を
発
掘
す
る
と
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
見
つ
か
る
の
が

粘
土
を
焼
い
て
作
ら
れ
た
器
「
土

器
」
で
す
。

　

人
類
が
土
器
を
使
い
始
め
た
の

は
、
今
か
ら
１
万
数
千
年
前
。
鍋

や
皿
、
貯
蔵
容
器
、
祭さ

い
し祀

用
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

土
器
に
は
流
行
が
あ
り
、
時
期

や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形

や
文
様
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

好
き
勝
手
な
名
称
で
呼
ぶ
と
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
、
土
器
の
名
前

に
は
初
め
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の

名
前
を
と
っ
て
、
○
○
式
土
器
と

呼
ぶ
の
が
考
古
学
の
慣
例
で
す
。

「
指
宿
」
の
地
名
が
つ
い
た
土
器

と
し
て
は
、
縄
文
時
代
の
水
迫
式

土
器
、
岩
本
式
土
器
、
指
宿
式
土

器
、
そ
し
て
古
墳
時
代
の
成
川
式

土
器
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
南

九
州
の
範
囲
で
流
行
し
た
土
器
で

す
。
こ
こ
で
は
岩
本
式
土
器
と
指

宿
式
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
ピ
ン
ク
色

の
土
器
は
、
海
を
越
え
て
種
子
島

で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
指
宿
に
住
ん
で
い
た

縄
文
人
が
、
地
元
で
作
っ
た
土
器

を
持
っ
て
種
子
島
に
移
動
し
た
の

か
、
あ
る
い
は
種
子
島
の
人
々
が

指
宿
に
や
っ
て
来
て
、
土
器
を
持

ち
帰
っ
た
の
か
…
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
指
宿
式
土
器
は
、
縄
文
時
代

に
人
々
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
証
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
土
器
を
見
る
と
き
に

は
、
土
器
を
使
っ
て
い
た
指
宿
の

縄
文
人
の
こ
と
を
、
ぜ
ひ
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

参
考
文
献

黒
川
忠
広
２
０
０
５
「
指
宿
式

土
器
の
色
調
か
ら
見
た
交
流
の

断
片
」「
研
究
紀
要　

縄
文
の
森

か
ら
」
第
３
号　

鹿
児
島
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
93

高
齢
者
の
人
権

報
恩

謝
徳

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
彼
岸
花
を
見

掛
け
る
季
節
で
す
。

　

「
こ
れ
ま
で
（
此し

が
ん岸
）」に
別
れ

を
告
げ
「
こ
れ
か
ら
（
彼ひ

が
ん岸
）」を

想
う
と
い
わ
れ
る
彼
岸
花
は
、
時

空
の
分
か
れ
目
に
咲
く
花
の
よ
う

で
す
。

　

さ
て
、
中
国
で
は
旧
暦
８
月
15

日
の
中
秋
節
に
、
満
月
を
か
た
ど

っ
た
伝
統
的
な
縁
起
物
の
菓
子

「
月
餅
（
げ
っ
ぺ
い
）」を
食
べ
る

習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

月
餅
を
食
べ
る
こ
と
は
、「
天
と

地
と
人
」
の
三
者
が
一
体
（
丸
）

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
食
べ
る

こ
と
自
体
が
極
め
て
重
要
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

月
餅
に
家
族
の
幸
せ
、
国
家
の

安
泰
、
世
界
の
平
和
を
願
う
力
が

こ
も
る
と
い
う
思
想
は
、
脈
々
と

悠
久
の
昔
か
ら
今
に
引
き
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　

中
秋
節
の
こ
ろ
、
親
し
く
し
て

い
た
王
（
ワ
ン
）
さ
ん
か
ら
、
手

の
平
に
余
る
ほ
ど
の
大
き
な
月
餅

を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
は
「
団
円
（
家
族
が

そ
ろ
っ
て
月
餅
を
食
べ
な
が
ら
月

見
を
す
る
こ
と
）」の
意
義
も
、
由

来
も
知
ら
ず
、
大
き
過
ぎ
て
厄
介

に
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

月
餅
は
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

の
贈
り
物
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

中
秋
節
の
こ
ろ
は
稲
刈
り
の
時

期
で
も
あ
り
、
９
月
（
長
月
）
を

稲
刈
り
月
と
も
言
い
ま
す
。

　

赤
ト
ン
ボ
が
、
黄
金
色
の
稲
穂

す
れ
す
れ
を
飛
び
交
い
、
鼻
先
ま

で
近
づ
い
て
は
く
る
っ
と
タ
ー
ン

し
て
、
収
穫
を
喜
ん
で
く
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

鎌
を
手
に
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
だ

の
が
「
夕
や
け
小
や
け
の
…
」
で

始
ま
る
「
赤
と
ん
ぼ
」。「
故
郷
」

な
ど
と
並
び
、
最
も
愛
さ
れ
る
童

謡
で
す
。
そ
の
歌
詞
を
口
ず
さ
む

時
、
何
と
も
い
え
ぬ
郷
愁
が
漂
い

素
直
に
な
り
ま
す
。

　

童
謡
で
歌
わ
れ
る
竿
に
止
ま
る

ト
ン
ボ
は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
と
い
い

ま
す
。

　

ト
ン
ボ
の
別
名
は
秋
津
（
あ
き

つ
）。秋
津
島
が
日
本
国
の
異
称
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
日
本

は
ト
ン
ボ
の
国
だ
っ
た
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

稲
の
害
虫
を
食
べ
る
ト
ン
ボ
の

飛
び
交
う
様
子
は
、
昔
か
ら
、
い

わ
ば
収
穫
の
象
徴
で
あ
り
日
本
人

の
原
風
景
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

稲
刈
り
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
の
所

も
あ
り
ま
す
。

「
台
風
よ
！
し
ば
し
来
な
い
で
」

と
願
い
な
が
ら
豊
作
を
祈
り
た
い

も
の
で
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
開
業
か
ら
２
年
が
経
っ
た
現
在

も
、
本
市
が
誇
る
観
光
名
所
に
は
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
を
、
維
持
・
拡
大
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
周
辺
地
域
と

連
携
し
た
広
域
観
光
の
推
進
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

い
ぶ
す
き
広
域
観
光
推
進
協
議

会
で
は
、
今
年
度
か
ら
大
隅
広
域

観
光
開
発
推
進
会
議
と
連
携
し
、

薩
摩
・
大
隅
ぐ
る
っ
と
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
平
成
26
年
１
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
指
宿
地
域
ま
た
は

大
隅
地
域
内
の
宿
泊
施
設
（
ホ
テ

ル
・
旅
館
）
に
宿
泊
し
、
山
川

−

根
占
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
と
、

車
両
１
台
（
バ
ス
を
含
む
）
に
つ

き
１
，０
０
０
円
、
自
動
二
輪
１
台

に
つ
き
５
０
０
円
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。

　

大
隅
は
、
美
し
い
清
流
が
自
慢

の
猿
ヶ
城
渓
谷
や
、
千
畳
敷
と
呼

ば
れ
る
川
床
が
見
ら
れ
る
花
瀬
自

然
公
園
と
い
っ
た
大
自
然
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
満

載
で
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
魚
・
黒

牛
・
黒
豚
な
ど
の
グ
ル
メ
も
魅
力

の
１
つ
で
す
。
大
隅
地
域
の
観
光

資
源
は
、
今
後
、
鹿
児
島
観
光
の

目
玉
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
観
光

客
を
両
地
域
へ
誘
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
大
隅
で
宿
泊
し
て
、
あ
な
た

だ
け
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
開

拓
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
広
域
観
光
推
進
協
議

会
（
観
光
課
観
光
交
流
係
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
見
付
け
ま
せ
ん
か

28

稲
刈
り
月
に
想お

も

う

　

日
本
は
、
平
均
寿
命
の
伸
び
や

少
子
化
の
傾
向
に
伴
い
、
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

豊
か
な
気
持
ち
で
幸
せ
に
な
り

た
い
の
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰

も
が
抱
く
気
持
ち
で
す
。「
も
う
年

な
の
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
、
年
齢

だ
け
を
理
由
に
社
会
参
加
を
妨
げ

る
こ
と
は
、
人
権
を
奪
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
齢
者
も
社
会
を
構

成
す
る
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
り
、

人
生
の
先
輩
に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
と
豊

か
な
経
験
を
生
か
し
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

相
談
内
容　

い
じ
め
、
虐
待
、
セ

ク
ハ
ラ
等

○
中
央
公
民
館

■
日
時　

９
月
12
日（
木
）10
時
～

15
時

○
山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
日
時　

10
月
３
日（
木
）10
時
～

15
時

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

指
宿
の
地
名
が
付
い
た
土
器

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
88

岩
本
式
土
器

指
宿
式
土
器

指宿式土器

岩本式土器

花瀬自然公園の千畳敷
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「
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
ど

こ
の
家
で
も
芋
飴
を
作
っ
て
い
た

よ
。
近
所
で
は
売
れ
な
い
か
ら
、

山
形
屋
近
く
の
小
売
店
に
卸
し
に

出
掛
け
た
ね
」
と
話
す
の
は
、
宮

ヶ
浜
駅
前
で
芋
飴
の
製
造
を
手
掛

け
る
坂
本
飴
本
舗
３
代
目
の
坂
本

行
一
さ
ん
。
坂
本
飴
本
舗
は
、
行

一
さ
ん
の
祖
父
長
之
介
さ
ん
が
明

治
10
年
に
創
業
し
、
現
在
ま
で
代

々
歴
史
を
紡
い
で
き
た
。

　

芋
飴
は
鹿
児
島
を
代
表
す
る
お

菓
子
で
、
戦
前
・
戦
後
の
甘
い
も

の
が
不
足
し
た
時
期
に
は
貴
重
な

甘
味
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。
コ
ガ

ネ
セ
ン
ガ
ン
な
ど
鹿
児
島
県
産
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
主
原
料
に
、
ふ
か

し
た
イ
モ
を
か
く
は
ん
し
た
後
、

麦
芽
を
加
え
る
な
ど
し
て
と
ろ
み

を
出
し
、
水
飴
状
に
な
っ
た
も
の

を
さ
ら
に
濃
縮
し
て
作
ら
れ
る
。

　

芋
飴
作
り
は
現
在
、
息
子
の
秀

行
さ
ん
が
一
手
に
担
っ
て
い
る
。

「
夏
場
の
作
業
は
冷
房
も
つ
け
な

い
の
で
、
大
変
で
す
よ
」
と
秀
行

さ
ん
は
話
す
が
、
常
温
で
作
る
こ

と
に
お
い
し
さ
と
品
質
管
理
の
秘

け
つ
が
あ
る
と
い
う
。

　

芋
飴
は
季
節
に
よ
っ
て
硬
さ
を

変
え
て
い
て
、
気
温
の
高
い
夏
場

は
硬
く
、
逆
に
冬
場
は
柔
ら
か
く

作
る
こ
と
で
、
食
べ
や
す
く
し
て

あ
る
そ
う
だ
。

　

鹿
児
島
の
味
と
し
て
、
手
間
と

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
作
ら
れ
る

芋
飴
だ
が
、
近
年
は
製
造
業
者
も

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。　

　

鹿
児
島
県
か
ら
い
も
飴
協
議
会

に
加
盟
す
る
の
は
坂
本
飴
本
舗
を

含
め
、
県
内
に
３
店
舗
の
み
と
い

う
。
そ
れ
で
も
秀
行
さ
ん
と
い
う

後
継
者
が
い
る
こ
と
に
話
が
及
ぶ

と
行
一
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

「
さ
す
が
に
暑
い
夏
場
は
作
業

場
に
入
れ
ん
が
、
製
造
が
忙
し
く

な
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
私

も
一
緒
に
作
る
よ
」
と
、
今
年
で

79
歳
に
な
る
行
一
さ
ん
。

　

坂
本
飴
本
舗
の
芋
飴
は
、
親
か

ら
子
へ
、
代
々
技
と
伝
統
が
引
き

継
が
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
昔

な
が
ら
の
味
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

　

特
産
品
振
興
係
で
は
、
特
産
品

づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
５
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
商
工
水
産
課
特
産
品
振

興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

　

ご
み
処
理
費
用
の
節
約
や
ご
み

処
理
施
設
の
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
は
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

家
庭
で
で
き
る
一
番
手
軽
な
ご

み
の
減
量
方
法
に
、
生
ご
み
の
ひ

と
し
ぼ
り
運
動
（
水
切
り
）
が
あ

り
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
の
約
20
％
は
生
ご

み
で
、
そ
の
中
に
は
水
分
が
70
％

以
上
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
１
人
ひ
と
り
が
、
ひ
と
し

ぼ
り
運
動
を
実
践
し
、
１
日
当
た

り
の
生
ご
み
の
量
を
50
ｇ
減
ら
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
間
に
は
約

８
０
０
ｔ
も
の
減
量
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
処

理
量
の
約
１
カ
月
分
で
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
お
よ

び
ご
み
減
量
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
・
26
年
度
に
限

り
補
助
率
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
事

業
所
用
も
補
助
対
象
と
す
る
な
ど
、

生
ご
み
減
量
の
た
め
の
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
ひ
と
し
ぼ
り
や
、
堆

肥
化
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
減
量
・

資
源
化
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

特産品
シリーズ
VOL.3

「芋飴
あめ

」

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
④

生
ご
み
処
理
に
つ
い
て

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

実
践
、
ひ
と
し
ぼ
り
運
動

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助

年　　度 補　　助　　内　　訳

家 庭 用

平成25年度 購入価格の50％（上限50,000円）

平成26年度 購入価格の40％（上限45,000円）

平成27年度以降 購入価格の３分の１（上限30,000円）

事業所用

平成25年度 購入価格の50％（上限2,500,000円）

平成26年度 購入価格の50％（上限2,000,000円）

平成27年度以降 補助制度の廃止

生 ご み 処 理 機 器 補 助

　

か
つ
お
節
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
か
つ

お
節
製
造
の
若
手
経
営
者
で
つ
く
る
協
和

会
が
、
消
費
拡
大
や
か
つ
お
節
の
Ｐ
Ｒ
を

図
ろ
う
と
初
め
て
企
画
。
普
段
は
料
理
の

引
き
立
て
役
で
あ
る
か
つ
お
節
を
メ
ー
ン

食
材
に
し
た
、
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
対
決
で

ア
イ
デ
ア
や
味
、
香
り
な
ど
の
５
項
目
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
つ
お
節
の
風
味
が
利
い
た
ク
レ
ー
プ

を
考
案
し
た
の
は
、
山
川
高
校
に
通
う
普

通
の
女
子
高
生
た
ち
。
水
産
業
関
係
者
か

ら
は
、「
か
つ
お
節
を
ス
イ
ー
ツ
に
す
る
斬

新
な
発
想
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

と
驚
き
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
「
か
つ
お
ぶ
し
の

お
か
ず
ク
レ
ー
プ
」
を
考
案
し
た
水
溜
未

唯
奈
さ
ん
（
川
尻
中
）
と
濵
﨑
な
み
き
さ

ん
（
森
松
西
）
は
、
山
川
高
校
生
活
情
報

科
の
１
年
生
。「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
や
先
生

の
協
力
で
、
料
理
は
完
成
し
ま
し
た
。
最

高
の
賞
が
取
れ
た
の
で
、
こ
の
結
果
が
山

川
高
校
の
活
性
化
に
少
し
で
も
つ
な
が
れ

ば
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

①
ボ
ウ
ル
に
薄
力
粉
と
半
量
の
牛
乳
を
入

れ
て
混
ぜ
た
後
、
卵
と
残
り
の
牛
乳
を

入
れ
、
ム
ラ
な
く
し
っ
か
り
混
ぜ
る
。

②
生
地
を
こ
し
器
で
こ
し
、
削
り
節
を
加

え
混
ぜ
る
。

③
予
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
お
玉
半
分

程
度
の
生
地
を
流
し
入
れ
、
薄
く
広
げ

て
中
火
で
焼
く
。
焼
き
目
が
付
い
た
ら

ひ
っ
く
り
返
し
て
、
反
対
面
も
焼
く
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（
分

量
外
）
を
ひ
き
、
カ
ツ
オ
を
炒
め
る
。

　

表
面
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
、
薄
切

り
玉
ネ
ギ
を
入
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ

ー
と
塩
で
味
を
整
え
る
。（
ク
リ
ー
ム
チ

ー
ズ
を
入
れ
る
の
で
塩
控
え
め
に
）
火

が
通
っ
た
ら
冷
ま
し
て
お
く
。

⑤
④
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
し
ょ
う
ゆ
、

削
り
節
を
加
え
、
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

⑥
千
切
り
に
し
た
パ
プ

リ
カ
を
フ
ラ
イ
パ
ン

で
軽
く
炒
め
、
火
が

通
っ
た
ら
冷
ま
し
て

お
く
。

⑦
レ
タ
ス
と
細
長
く
切

っ
た
キ
ュ
ウ
リ
、
具

材
を
生
地
で
巻
く
。

　

今
年
の
山
川
み
な
と
祭
り
で
は
、
か
つ
お
節
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
25
作
品
の
レ
シ
ピ
が
集
ま
り
、
審
査
の
結
果
、
山
川
高
校
の
生

徒
が
出
品
し
た
「
か
つ
お
ぶ
し
の
お
か
ず
ク
レ
ー
プ
」
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

家
庭
で
も
作
っ
て
み
て
ね

山
川
が
誇
る
食
材「
か
つ
お
節
」が

魅
力
あ
る
ア
イ
デ
ア
料
理
に
変
身
！

か
つ
お
ぶ
し
の
お
か
ず
ク
レ
ー
プ

〜
か
つ
お
節
の
力
で
も
っ
と
お
い
し
く
〜

山
川
み
な
と
祭
り
「
か
つ
お
節
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
」

鰹

レシピの問い合わせは
　山川水産加工業協同組合
　☎㉞0155

【材料】
（クレープ生地）　　　　
薄力粉　　　　　　　　100ｇ
削り節　　　　　　　　  10ｇ
牛乳　　　　　　 　　 200cc
卵　　　　　　　   　　  １個
（具材）
クリームチーズ　　　　  70ｇ
カツオ（切り身）　　　  80ｇ
キュウリ　　　　　 　　 １本
玉ネギ　　　　 　  　 １/２個
パプリカ　　　 　  　 １/２個
レタス　　　　　  　４～５枚
ブラックペッパー　　　  少々
塩　　　　　　　　　 　 少々
しょうゆ　　　　  　　　少々
削り節　　　　　  　　　適量

か
つ
お
ぶ
し
の

　
お
か
ず
ク
レ
ー
プ

明治生まれのスイーツ

　　指宿の
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　７月13日、指宿医療センターで指宿高校吹奏楽部
によるサマーコンサートが開かれ、入院患者や家族
ら約50人が、リズミカルな音楽に聴き入りました。
コンサートでは、優しく奏でられるサキソフォンや
クラリネットのアンサンブル、早期回復への願いを
込めて元気の出るテーマソングを披露。部長の髙﨑
ありささん（湊北）は、「私たちの曲を聴いて元気を
出してほしいです」と話しました。

　７月19日、市役所指宿庁舎ロビーで、市内のホテ
ルや旅館、観光施設関係者らにスズムシの配布が行
われました。市役所ＯＢの新小田清美さん（中小路）
と髙峯正義さん（北十町）が飼育した約3,000匹を無
償で提供。８月10日「宿の日」の前の恒例行事とな
っており、今年で29回目です。市内のホテル関係者
は、「毎年ロビーに設置しています。特に子どもたち
に好評です」と話してくれました。

患 者らに音楽で癒やし

響 く音色に心癒やされ

指宿高校生が病院公演

涼感じてとスズムシを配布

車いすやベッドの上で耳を傾ける人も

小さな演奏家が夏の涼を届ける

マンゴーを審査する審査員ら

夜空を彩る花火

元気に育てと優しく放流

　７月12日、ＪＡいぶすき山川総合支所でマンゴー
の品評会「いぶすきＭ−１グランプリ」が開催され
ました。熱帯くだもの部会（有村隆雄部会長）が２
玉１㎏と３玉１㎏の部に13点を出品。審査員は試食
に加え、果皮や果肉の色合いなど６項目で審査しま
した。どの品も色付き良く、会場内には南国果実特
有の甘い香りが漂いました。有村部会長は、「品質も
糖度も例年どおりで出来がいい」と話しました。

　７月17日、山川・大成２小学校の５年生49人が、
マダイの稚魚約5,000匹を一本松海岸に放流しました。
山川町漁協青年部がつくり育てる豊かな海づくり事
業の一環として実施したもので、児童たちは、バケ
ツに体長約７㎝の稚魚を20匹ほど入れてもらい一斉
に放流。大成小の外薗ほのかさん（小川東）は、「全
部の稚魚が大きくなれないことを知りました。たく
さん大きく育ってほしいです」と話しました。

外 観・品質とも優れる

稚 魚の放流に歓声

Ｍ－１グランプリが開催

山川・大成小がマダイ放流 　

８
月
12
日
、
か
い
も
ん
山
麓
ふ

れ
あ
い
公
園
で
、
開
聞
そ
う
め
ん

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
45
回
目
を
迎
え
た
祭
り
は
、

お
盆
時
期
に
帰
省
し
た
人
や
地
元

の
人
な
ど
、
約
１
１
，０
０
０
人
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
か
き
氷
や
金
魚

す
く
い
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
聞
龍
宮
太
鼓
や
山
川
か

つ
お
み
こ
し
、
青
振
連
が
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
太
鼓
の
音
を
響
か

せ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸
能
や

薩
摩
剣
士
隼
人
シ
ョ
ー
、
川
尻
出

身
の
有
村
よ
し
み
さ
ん
の
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、
場
内
は
拍

手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
は
、
約
３
，０
０
０

発
の
花
火
が
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩

り
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

出店も多くの人でにぎわう 有村よしみさんの歌謡ショー（川尻出身）

太鼓の音が会場内に響き渡る

多くの人でにぎわう会場

威勢のいい山川かつおみこし

うちわコンテストで最優秀賞の
田中陽菜さん（西開聞）

最優秀賞
田中  陽菜（開聞小学校６年）

第45回 開聞そうめん夏祭り
うちわデザインコンテスト
第45回 開聞そうめん夏祭り
うちわデザインコンテスト

第45回

子どもたちに大人気の薩摩剣士隼人ショー

開聞そうめん
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　７月20日、柳田小で３年生72人を対象に、自転車
講習会が行われました。夏休み中の交通事故防止に
取り組んでもらおうと、同小ＰＴＡが開催。児童た
ちは、自転車の安全な乗り方や一時停止の場所での
確認方法を学んだ後、Ｓ字や波状路を運転。安全確
認の方法や自転車の運転技術を再認識しました。上
吹越葵さん（二月田）は、「見通しの悪い交差点での
安全確認が難しかった」と話しました。

ル ールを学んで安全運転
柳田小で自転車講習会が開催

安全確認を行い確実に走行

世界に１つのオリジナルハンカチ

　７月20日、時遊館COCCOはしむれで藍染体験が
行われ、親子ら20人が参加しました。参加者らは、
指導員の説明を聞きながら白地のシルクハンカチに
ビー玉や小豆を包み込み、糸でしっかり絞った後、
染め液につけて色を染み込ませました。ハンカチを
水洗いして糸を外すと、絞った部分は鮮やかな藍色
の中でユニークな模様となり、子どもたちはうれし
そうに自作のハンカチを見せ合っていました。

藍 染め鮮やか、夏模様
夏休みの自由研究に藍染体験

　７月29日、成川区民センターで山川高校の生徒に
よる花野果交流会が行われ、同区内の長寿会約40人
が招待されました。生徒らは暑い夏を一緒に乗り切
りましょうと軽快なダンスや音楽でもてなし、会場
を沸かせました。また、文化祭や体育祭でも披露す
るので、山川高校にも遊びに来てくださいとＰＲ。
参加した小野茂さん（永田）は、「頑張っている子ど
もたちを見て元気をもらいました」と笑顔でした。

心 つなぐ世代間交流
山川高校花

は な や か

野果交流会が開催

活動には巡視船による体験航海も

　７月26日から29日まで、かいもん山麓ふれあい公
園を拠点に「いぶすきふるさと探検隊」が行われ、
市内の小・中・高校生ら65人が参加しました。地域
の自然や観光資源などを巡り、異年齢集団での共同
生活を通して自分の役割や責任を果たすことや生き
る力を養いました。丹波小６年の今村俊吏さん（湊
上）は、「たくさんの学校の友達と仲良くなれました。
来年も参加したいです」と感想を述べました。

異 年齢集団による共同生活
ふるさと探検隊で思い出づくり

エイサーを披露する生徒たち

Zoom  up  Ibusuki
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　７月30日、来年受験を控える中学生に進路決定の
意欲を高めてもらおうと、山川高校で体験入学が行
われました。本年度２回目となる体験入学に市内外
から34人が参加。同校は、園芸工学・農業経済科と
生活情報科の２学科があり、専門的な知識が身に付
けられることを高校生らも積極的にＰＲ。中学生た
ちは特産のかつお節を使った調理実習やフラワーア
レンジメントなどの授業を体験しました。

学 校売り込みの夏、本格化
山川高校体験入学が開催

体験学習をする生徒たち

棒踊りを体験する子どもたち

　７月29日から３日間、大山わくわく探検ツアーが
行われ、現在都市部に住む大山区出身の家族の子ど
もら20人が参加しました。農村の魅力を生かし、地
域活性化につなげようと、同区が市の提案公募型補
助事業を活用して初開催。区内の家庭にホームステ
イした子どもたちは、地元の子どもら12人とイモ掘
りや砂むし、郷土芸能などを体験。田舎の自然や文
化に触れながら、楽しく交流しました。

田 舎の豊かな自然を満喫
大山わくわく探検ツアーが開催

　指宿市子ども会育成連絡協議会では毎年、各地区
の子ども会に呼び掛けて、七夕コンクールを開催し
ています。今年は55地区の子ども会から作品の応募
があり審査を行いました。このコンクールは物の大
切さやふるさとを愛する心を育てようとするもので、
七夕には新聞のチラシや廃品などを利用し飾り付け
られたものが多く見られます。コンクールでは全体
のバランスや彩り、飾り付けのアイデアなどを審査
し、結果は次のとおりでした。

織姫賞（最優秀賞）
　田中子ども会（開聞校区）
彦星賞（優秀賞）
　玉井・中組子ども会（開聞校区）
　川尻東・松原子ども会（川尻校区）
天の川賞（入選）

大当子ども会（指宿校区）
上吹越子ども会（魚見校区）
木の根子ども会（柳田校区）
迫中子ども会（丹波校区）
麓上・麓下子ども会（今和泉校区）
池崎子ども会（池田校区）
福元合同子ども会（山川校区）
井手方子ども会（大成校区）
東・西岡児ヶ水子ども会（徳光校区）
利永子ども会（利永校区）

ま ちを彩る七夕飾り
七夕コンクールが開催

織姫賞の田中子ども会の七夕飾り
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まちの話題

　８月７日、指宿医療センターで看護に興味をもっ
てもらおうと、ふれあい看護体験が行われ、将来看
護師を目指す高校生10人が参加しました。白衣に着
替えた生徒たちは、病院内の施設を見学。その後、
新生児と触れ合ったり患者の体を洗ったりして看護
師の楽しさや苦労を体験しました。指宿高校３年の
東畑修斗さん（森松東）は、「患者さんとの接し方を
学ぶことができ、いい経験になった」と話しました。

目 指せ！白衣の天使
高校生が看護体験

新生児を優しく抱き上げる生徒たち

新しいガスコンロで楽しく料理中

　鹿児島県ＬＰガス協会（吉﨑一指宿支部長）から
安全で便利なガス器具で授業をと、最新のガステー
ブルコンロが３台、徳光小に寄贈されました。８月
６日、同協会による親子料理教室が同小で開催され、
参加者はガステーブルコンロの自動炊飯機能や温度
設定機能を使ってヘルシー唐揚げなど４品を調理。
３年生の田畑蘭来さん（高尾）は、「知らない料理を
作ってみて楽しかった」と笑顔でした。

す ごく便利と親子ら絶賛
県ＬＰガス協会がガス器具寄贈

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　８月10日、環境に優しい「涼」を市民や観光客に
ＰＲしようと、ＪＲ指宿駅前の道路で、「打ち水大作
戦2013in指宿」が行われました。打ち水は、道路や
庭に水をまいて夏の涼を得る昔からの日本人の知恵
であり、身近なヒートアイランド対策です。浴衣や
アロハ姿のホテル・旅館従業員や観光業関係者ら約
100人が桶やボトルに用意された井戸水を一斉にま
くと、辺りはひんやりと涼しく感じられました。

浴 衣姿、涼しくなーれ
ＪＲ指宿駅前で打ち水大作戦

手軽に涼感を得られる打ち水

準優勝の栄冠を手にした指宿支部チーム

　８月８日、伊集院総合体育館で鹿児島県消防バレ
ーボール大会が開催され、指宿支部チームが準優勝
を果たしました。今年は県下各支部から11チームが
参加。予選を順調に勝ち上がった指宿支部は、決勝
で日置支部と対戦。フルセットの末、惜しくも敗れ
はしましたが、監督の外薗剛一さん（井手下）は、
「よく頑張ってくれました。今後このチームワーク
を日々の予防消防活動に生かしたい」と話しました。

日 ごろの団結力を発揮
県消防バレーボール大会が開催

東ユキさん

　東ユキさん（利永中）が７月16日に、德留キクエさん（下里）が８月５日に満100歳を迎えました。市と市
社会福祉協議会はそれぞれに祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。東さんは現在、徳光苑で元気に過ご
しています。長寿の秘けつを尋ねると、「いつも明るく、嫌なことがあっても良い方向に切り替えが早く、歌が
出るとすぐ踊り出す楽しい人柄です。朝起きて太陽を拝み、ラジオ体操をして日々周りに感謝していることで
しょうか」（東さんの親族）と話してくれました。德留さんは現在、菜の花苑で元気に過ごしています。長寿の
秘けつを尋ねると、「食べるものに好き嫌いがなく、結婚後は農業に従事し、丈夫な体になったこと、また、何
事にもくよくよせず、朗らかな性格です」（德留さんの親族）と話してくれました。お二人ともいつまでも元気
で長生きしてください。

い つまでも長生きで
100歳長寿を祝う

德留キクエさん

　観光や物産の情報を発信する「関西かごしまファ
ンデー」が８月４日、大阪市の京セラドーム大阪で
開催されました。会場には約３万人が訪れ、ステー
ジショーや買い物を楽しみました。指宿からも11業
者がブースを出展。また、ペア宿泊券が当たる抽選
会も行われ大盛況。豊留市長や菜の花レディも加わ
り、アロハのまち指宿を大いにＰＲしました。
　　　　　　　情報提供：近畿指宿会　帖佐守さん

鹿 児島の味、芸能に３万人
関西かごしまファンデーが開催

ふるさとの味を買い求める来場者

バランス感覚が必要な水上走ゲーム

　環境学習や親水体験を通じて、池田湖のことを知
ってもらおうと、８月４日、池田湖水フェスティバ
ルが開催されました。会場では、環境パネルの展示
や湖周辺のごみ拾い活動、親子で楽しめるクイズゲ
ームなどが行われ、市内外から訪れた人でにぎわい
ました。また、水上では約10ｍのブイの上を歩いて
渡る水上走ゲームや綱渡りなどに多くの人が挑戦。
自然豊かな池田湖でのイベントを満喫しました。

豊 富な水と触れ合う
池田湖水フェスティバルが開催
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28
日（
土
）の
催
し

○
祭
典
（
湯
権
現
神
社
）

○
み
こ
し
渡
御
（
湯
権
現
神
社
～

会
場
周
辺
）

○
指
宿
ハ
ン
ヤ
踊
り

○
薩
摩
剣
士
隼
人
シ
ョ
ー

○
原
口
泉
先
生
の
温
泉
歴
史
講
話

○
姉
妹
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
○
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
披
露

○
郷
土
芸
能

○
人
吉
球
磨
川
太
鼓
・
指
宿
湯
豊

太
鼓
演
奏

○
特
設
足
湯

○
花
火
大
会
（
雨
天
順
延
）

29
日（
日
）の
催
し

○
「
さ
く
ら
ま
や
」
特
別
ゲ
ス
ト

ス
テ
ー
ジ

○
地
元
高
校
生
ス
テ
ー
ジ

○
市
民
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

○
抽
選
会

○
公
衆
浴
場
１
０
０
円
開
放
（
小

学
生
以
下
は
無
料
）　

※
詳
細
や
イ
ッ
シ
ー
バ
ス
臨
時
運

行
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
後
日

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事
務
局

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
市
青
年
振
興
連
絡
協
議
会

事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０

（
平
日
10
時
～
17
時
）

　

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

９
月
15
日（
日
）９
時
～

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
，０
０
０
円

○
中
学
生
～
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
12
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
㉜
５
５
６
６

Information情報掲示板

■
期
日　

９
月
21
日（
土
） 

※
雨
天
決
行 

■
集
合　

18
時
ま
で
に
宮
ヶ
浜
港

公
園

■
終
了　

21
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

１
，０
０
０
円

○
非
会
員　

１
，２
０
０
円

※
弁
当
・
団
子
、
保
険
料
等
含
む

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
19
日（
木
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

十
五
夜

お
月
見
ウ
オ
ー
ク

主
な
日
程

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

　

豊
富
な
温
泉
の
恵
み
に
感
謝
す

る
「
第
66
回
指
宿
温
泉
祭
」
が
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
指
宿
を
メ
ー
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
ハ
ン
ヤ
踊
り
に
、
市

内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
踊

り
連
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
「
指
宿
ハ
ン
ヤ
」

を
披
露
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
の
「
薩
摩
剣

士
隼
人
」
や
演
歌
歌
手
の
「
さ
く

ら
ま
や
」
さ
ん
が
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
指
宿

の
秋
を
彩
る
一
大
祭
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
無
料
駐
車
場

太
平
次
公
園
、
丹
波
小
学
校
、

市
役
所
指
宿
庁
舎

※
９
月
28
日
は
、
16
時
～
21
時
の

間
、
市
役
所
指
宿
庁
舎
か
ら
Ｊ

Ｒ
指
宿
駅
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

催
し

募
集

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
要
約
筆
記
者
養
成
講

習
会
を
開
催
し
、
そ
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

９
月
30
日（
月
）～
12
月

16
日（
月
）・
全
11
回

■
時
間　

９
時
～
13
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
中
会
議
室

■
対
象
者　

市
内
居
住
の
人
な
ら

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

３
，３
０
０
円
が
必
要

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
地
域
福
祉
課
障
害
福
祉

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
６
６
４
）

要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会
の
受
講
者

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

開
聞
岳
は
、
今
か
ら
約
３
７
０

０
年
前
の
縄
文
時
代
か
ら
少
な
く

と
も
12
回
の
噴
火
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、「
薩
摩
富
士
」
と
呼
ば
れ
る

ま
で
の
秀
麗
な
山
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
山
研
究
者
の
大
木
公
彦
氏
が

最
新
の
研
究
成
果
を
交
え
な
が
ら
、

開
聞
岳
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

■
日
時　

９
月
14
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
歴
史

と
開
聞
岳
の
噴
火
に
つ
い
て

■
講
師　

大
木
公
彦
氏
（
鹿
児
島

大
学
名
誉
教
授
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
③

中
秋
の
名
月
を
見
よ
う
！

　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
９
月
19

日
で
す
。
日
本
に
は
こ
の
日
、
満

月
を
観
賞
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
を
使
っ

て
、
中
秋
の
名
月
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
夜
空
に
広
が
る
星

座
の
観
察
会
も
行
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
、
星
を
眺
め
な

が
ら
、
涼
し
い
夜
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
19
日（
木
）19
時
30

分
～
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

中
秋
の
名
月
と
秋
の
星

座
の
観
察

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

イ
ッ
シ
ー
バ
ス
を
臨
時
運
行

　

９
月
28
日（
土
）は
、
花
火
大
会

の
時
間
に
合
わ
せ
て
、
開
聞
、
山

川
方
面
か
ら
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
間
で
１

往
復
臨
時
運
行
し
ま
す
。

指
宿
温
泉
祭

第
66
回９

月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）

　観光かごしま大キャンペーン推進協議会では、
大隅地域を対象にした、謎解き宝探しイベントを
実施します。
　大隅半島に隠された「４つの謎」を解き明かし
豪華賞品を当てましょう。
■期間　９月30日（月）まで
■実施場所　大隅地域
■参加方法　
①市観光課や市観光協会、県ホームページ等で宝

の地図を入手してください。
②宝の地図に記された謎を解読し、大隅地域に隠

されている宝箱を探し出します。
③宝箱に隠されたキーワードを発見し、報告書を

送付します。
※正解のキーワードを報告した参加者の中から抽

選で、賞品を贈呈します。

問い合わせ先
　観光かごしま大キャンペーン推進協議会（事務
　局・鹿児島県観光課）　☎099-286-3008
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Information情報掲示板

　

開
聞
地
域
で
は
、
粗
大
ご
み
の

収
集
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
は
粗
大
ご

み
収
集
所
が
設
置
さ
れ
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
区
公
民

館
長
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
日

　

９
月
25
日（
水
）

■
収
集
地
区

　

川
尻
区
・
松
原
田
集
落

■
ご
み
出
し
時
間

　

７
時
～
８
時
30
分

■
ご
み
の
出
し
方

　

「
燃
え
る
も
の
」
と
「
燃
え
な

い
も
の
」
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
収
集
所
に
出
せ
な
い
も
の

○
特
定
家
電
ご
み　

テ
レ
ビ
、
冷

蔵（
凍
）庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

○
危
険
ご
み　

医
薬
品
、農
薬
類
、

消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
な
ど

○
有
害
ご
み　

塗
料
類

○
処
理
困
難
ご
み　

バ
イ
ク
、
タ

イ
ヤ
、
農
機
具
、
農
機
具
部
品
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
パ
イ
プ
な
ど

※
販
売
店
や
専
門
業
者
へ
処
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
ご
み　

事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み

■
注
意
事
項

○
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

　

の
は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

　

い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、
粗
大
ご
み

は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

○
扉
の
あ
る
も
の
は
、
開
か
な
い

　

よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
し

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
分
解
す
る
な
ど
小

さ
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
指
定
時
間
外
に
出

さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　

９
月
２
日（
月
）に
開
会
す
る
平

成
25
年
第
３
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
市
政

を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
議
会
事
務
局

  

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　

山
川
高
等
学
校
県
民
大
学
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
パ
ソ
コ
ン

講
座
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
と

親
し
も
う
」
で
す
。

■
期
間　

　

10
月
15
日（
火
）、
17
日（
木
）、

　
　
　

22
日（
火
）、
24
日（
木
）、

　
　
　

29
日（
火
）、
31
日（
木
）

　

11
月
５
日（
火
）、
19
日（
火
）、

　
　
　

21
日（
木
）、
26
日（
火
）

■
時
間　

18
時
～

■
場
所　

県
立
山
川
高
等
学
校

■
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
な
ど

■
対
象
者　

一
般 

■
定
員　

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

■
受
講
料　

１
，０
０
０
円

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

　

氏
名
、
年
齢
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
９
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−
０
５
１
６

指
宿
市
山
川
成
川
３
４
２
３

山
川
高
等
学
校
県
民
大
学
受
講

募
集
係

☎
㉞
０
１
４
１

　

９
月
10
日（
火
）か
ら
16
日（
月
）

ま
で
の
１
週
間
は
、「
自
殺
予
防
週

間
」
で
す
。
県
内
で
は
年
間
約
４

０
０
人
も
の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ

て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
気

分
が
沈
ん
だ
り
、
不
眠
等
、
う
つ

症
状
や
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が

続
い
た
り
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
決
し
て
個
人
の
問
題
で

は
な
く
、身
近
な
社
会
問
題
で
す
。

　

自
殺
に
つ
い
て
の
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
命
の
大
切
さ
や
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
付
い

た
と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
社
会
全
体
で
自
殺

を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

９
月
10
日（
火
）17
時
～

18
時

■
場
所　

サ
ン
キ
ュ
ー
北
指
宿
店

出
入
口

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
保
健
所
保
健
係

　

☎
㉓
３
８
５
４

県
民
大
学
講
座
の

受
講
生

自
殺
予
防
週
間

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

日　　程 内　　　　容

９月２日（月） 招集日（議案質疑、委員会付託等）

18日（水） 一般質問

19日（木） 一般質問

20日（金） 一般質問

26日（木） 最終日（委員長報告、表決等）

　

市
で
は
、
食
育
活
動
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
、
そ
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

受
講
後
は
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
郷
土
料
理
の
継
承
や
地

産
地
消
の
推
進
、
健
康
上
の
食
生

活
の
改
善
支
援
に
対
応
す
る
地
区

組
織
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
の
健
康
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
の
健
康
を
食
生

活
か
ら
支
え
る
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
語
学
講
座

　

市
で
は
、
外
国
人
観
光
客
に
対

し
て
、
本
市
の
魅
力
や
観
光
地
を

紹
介
し
た
り
、
お
も
て
な
し
を
し

た
り
す
る
際
に
役
立
つ
語
学
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
５
日（
土
）10
時
～

12
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容

①
英
語
講
座　
　

第
１
会
議
室

②
中
国
語
講
座　

第
５
会
議
室

※
英
語
、
中
国
語
を
同
時
に
受
講

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
師

①
ヘ
デ
ガ
ー
ド
・
ハ
ナ
氏
（
市
外

国
語
指
導
助
手
）

②
中
野
訓
氏
（
市
国
際
交
流
協
力

員
）

■
定
員　

各
20
人

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

推
進
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

長
公
室
企
画
調
整
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

s-koushitsu@
city.ibusuki.

lg.jp

■
内
容　

年
代
別
食
育
や
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
講
座
、
調
理
実

習
な
ど

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
す
る
人

○
健
康
な
人
で
、
全
て
の
講
座
に

参
加
で
き
る
人
（
全
９
回
）

○
講
座
受
講
後
は
、
食
育
活
動
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き

る
人

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
30
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
指
導
係
（
指

宿
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

異
文
化
体
験
講
座
の

参
加
者

　

10
月
20
日（
日
）に
開
催
す
る
市

民
体
育
祭
で
の
「
か
け
っ
こ
」「
職

場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
」
に
出

場
す
る
選
手
お
よ
び
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。

か
け
っ
こ

○
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
を
対
象
と
し
ま
す
。

○
80
ｍ
程
度
の
徒
競
走
で
す
。

職
場
・
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー

○
４
人
１
組
で
１
０
０
ｍ
ず
つ
走

る
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
中
学
・

高
校
生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
）。

　

た
だ
し
、
チ
ー
ム
に
女
性
を
１

人
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
自
作
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
胸

部
と
背
部
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　
指
宿
総
合
体
育
館
、

山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
、
開
聞
総
合
体
育
館
に
設

置
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

10
月
４
日（
金
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

市
民
体
育
祭
の

参
加
選
手
・
チ
ー
ム

 
観
光
特
急
が
つ
な
ぐ

 
国
際
交
流
事
業

健
康
は
食
事
か
ら
！

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
受
講
者

　指宿商工会議所では、指宿の特産品販売
の促進を図るため、インターネットを利用
した特産品の通販ショップ「指宿Ｗｅｂ流
通センター」を開設します。
　開設に当たり、サイト利用者に魅力ある
内容を届けるため、ネット販売に興味があ
り、特産品や情報を提供できる事業者を募
集します。
　情報の発信方法や販売方法の詳細は担当
者が説明に伺いますので、気軽に問い合わ
せてください。
■対象者　市内に居住する人
　※個人・法人は問いません
■費用　年度内は無料
■申込方法　電話またはメールで申し込ん

でください。

申し込み・問い合わせ先
　指宿商工会議所　☎㉒2473
　info@ibusuki-brand.jp

◆実施日程

本会議予定

特産品の出品事業者

実施日 時　間 場　所
10月８日（火） 13：30～16：10 指宿保健センター
10月15日（火） ９：30～11：40 指宿保健センター
10月17日（木） ９：00～12：00 指宿保健センター
10月18日（金） ９：30～13：00 山川文化ホール
10月22日（火） 13：30～15：30 指宿保健センター
11月８日（金） ９：30～13：00 山川文化ホール
11月15日（金） ９：30～13：00 山川文化ホール
12月13日（金） ９：30～13：00 山川文化ホール
12月20日（金） ９：00～11：40 市役所指宿庁舎

 

開
聞
地
域
の
粗
大
ご
み
収
集

お
知
ら
せ

指宿Web流通センターを開設
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※
そ
れ
ぞ
れ
玄
関
、
台
所
、
浴
室
、

洗
面
所
、
洋
式
ト
イ
レ
、
六
畳

和
室
２
室
、
四
畳
半
和
室
１
室

を
備
え
て
い
ま
す
。

予
定
価
格　

非
公
開

そ
の
他　

家
屋
１
軒
ご
と
の
売
却

や
家
屋
の
み
土
地
の
み
の
売
却

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
現
地
説
明
会
日
時

　

９
月
13
日（
金
）13
時
～

※
現
地
集
合
と
な
り
ま
す
。

■
入
札
参
加
申
込
締
切
日

　

９
月
20
日（
金
）17
時
ま
で

■
入
札
・
開
札
の
日
時
・
場
所

　

９
月
27
日（
金
）９
時

市
役
所
指
宿
庁
舎
２
階
中
会
議

室
■
入
札
当
日
に
持
参
す
る
も
の

○
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
す
る
人
が
見
積
も

っ
た
入
札
金
額
の
５
％
以
上
に

相
当
す
る
現
金
ま
た
は
銀
行
振

出
小
切
手

○
実
印

代
理
人
が
入
札
に
参
加
す
る
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
（
認
印
も
可
）

○
２
０
０
円
の
収
入
印
紙

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
の
み

必
要

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
教
育
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

　　

市
で
は
、
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク

の
幼
虫
に
よ
る
イ
ヌ
マ
キ
（
ヒ
ト

ツ
バ
）
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
幼
虫

は
、
幹
先
端
部
分
の
針
葉
か
ら
食

害
し
、
一
度
発
生
す
る
と
急
激
に

個
体
数
を
増
加
さ
せ
、
被
害
木
の

大
半
は
枯
死
す
る
ほ
ど
の
激
害
状

態
に
な
り
ま
す
。

　

年
４
回
ほ
ど
産
卵
す
る
の
で
、

こ
ま
め
に
木
を
観
察
し
、
幼
虫
の

少
な
い
時
期
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

駆
除
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
と

よ
り
効
果
的
で
す
。

駆
除
方
法

■
少
数
発
生
時　

木
を
揺
す
り
落

　

下
幼
虫
を
捕
殺
（
拾
い
集
め
て

　

焼
却
等
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
量
発
生
時　

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

　

（
４
，０
０
０
倍
）、も
し
く
は
、

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
（
１
，５
０

　

０
倍
～
２
，０
０
０
倍
）
の
薬
剤

散
布
が
効
果
的
で
す
。

※
か
ご
し
ま
森
林
組
合
い
ぶ
す
き

支
所
、
指
宿
造
園
組
合
で
は
、

薬
剤
散
布
の
駆
除
を
受
託
し
て

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

○
か
ご
し
ま
森
林
組
合
い
ぶ
す
き

　

支
所

　

☎
㉘
１
０
１
１

○
指
宿
造
園
組
合

　

☎
㉕
２
６
２
２

　

「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　

乗
せ
て

走
ろ
う　

秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
を
正
し
く
守
り
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

９
月
21
日（
土
）～
30
日

　
（
月
）

■
最
重
点
事
項　

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

■
重
点
事
項

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
着

用
の
推
進
と
自
転
車
前
照
灯
点

灯
の
徹
底
）

○
飲
酒
運
転
の
根
絶　

　

飲
酒
運
転
「
８
（
や
っ
）
せ
ん
」

運
動
の
展
開

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

　

全
席
ベ
ル
ト
の
着
用
!!
「
し
ま

す
・
さ
せ
ま
す
」
運
動

問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　

市
で
は
、
市
内
の
建
築
業
者
を

利
用
し
て
住
宅
の
増
改
築
等
を
行

う
場
合
に
、
工
事
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
制
度
」
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

平
成
26
年
３
月
15
日
ま
で
に
完

了
す
る
工
事
と
し
ま
す
。

※
予
算
に
到
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

■
対
象
工
事

床
・
畳
・
壁
紙
の
張
り
替
え
、

瓦
の
ふ
き
替
え
、
台
所
・
浴
室
・

ト
イ
レ
の
改
修
、
断
熱
工
事
、

居
宅
部
分
の
間
取
り
の
変
更
、

外
壁
の
塗
装
な
ど
、
リ
フ
ォ
ー

ム
等
の
工
事
費
が
20
万
円
以
上

の
も
の

※
対
象
と
な
ら
な
い
費
用
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
施
行
業
者

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

お
よ
び
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
事
業
者

■
補
助
内
容

対
象
工
事
費
用
の
10
％
を
、
申

請
者
が
居
住
す
る
地
域
の
商
工

会
議
所
ま
た
は
商
工
会
が
発
行

す
る
商
品
券
で
交
付
し
ま
す
。

（
上
限
は
10
万
円
、
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

■
対
象
者

①
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住
民
登

録
を
有
す
る
者

②
申
請
者
お
よ
び
同
一
世
帯
員
が

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

■
対
象
住
宅

○
補
助
対
象
者
が
所
有
し
、
居
住

し
て
い
る
住
宅

○
補
助
対
象
者
が
所
有
し
、
配
偶

者
、
親
ま
た
は
子
が
居
住
す
る

住
宅

○
配
偶
者
、
親
ま
た
は
子
が
所
有

し
、
補
助
対
象
者
が
居
住
し
て

い
る
住
宅

■
申
込
方
法

商
工
水
産
課
ま
た
は
山
川
・
開

聞
支
所
の
地
域
振
興
課
に
設
置

し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
商
工
運
輸
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

　

発
達
障
害
に
よ
り
、
精
神
・
運

動
面
に
お
い
て
障
害
の
あ
る
人
が
、

地
域
社
会
の
中
で
共
に
生
活
が
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
毎

年
９
月
を
発
達
障
害
福
祉
月
間
と

定
め
て
全
国
的
な
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
１
人
ひ
と

り
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

南
薩
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
絡
協
議
会
（
地
域
福
祉
課
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
公
有
財

産
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
次
に
記
載
し

た
事
項
を
承
諾
の
上
、
入
札
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
個
人

（
市
外
在
住
で
も
可
）、複
数
人

（
共
有
名
義
）、法
人
い
ず
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

○
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、「
入
札

案
内
書
」
を
入
手
し
、
事
前
に

入
札
申
込
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
、

郵
便
書
留
に
て
申
込
締
切
日
必

着
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
札
案
内
書
は
、
問
い
合
わ
せ

先
窓
口
か
郵
送
で
入
手
で
き
ま

す
。

■
売
却
す
る
物
件

○
次
の
土
地
お
よ
び
家
屋

地
番　

山
川
新
生
町
35
番
19

地
目　

宅
地

敷
地
面
積　

２
３
６
・
33
㎡

延
床
面
積　

１
２
１
・
72
㎡

構
造　

補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造

間
取　

２
軒
長
屋
造
り

　

障
害
者
の
雇
用
・
就
業
は
、
障

害
者
の
自
立
・
社
会
参
加
の
た
め

の
重
要
な
柱
で
す
。
そ
の
た
め
国

で
は
、
１
人
で
も
多
く
の
障
害
者

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
９
月
を

障
害
者
雇
用
支
援
月
間
と
定
め
、

国
、
県
等
が
一
体
と
な
っ
て
啓
発

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
・
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○（
財
）鹿
児
島
県
雇
用
支
援
協
会

　

☎
０
９
９-

２
１
９-
２
０
０
０

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
駆
除

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

地
域
ぐ
る
み
で
対
策
を

旧
教
職
員
住
宅
物
件

９
月
は
発
達
障
害

福
祉
月
間

キオビエダシャクの幼虫

キオビエダシャクの成虫

９
月
は
障
害
者

雇
用
支
援
月
間

菜の花の種を
　無料配布します

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
補
助
金
制
度

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
！

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

　本市のイメージとして、全国的に定着し
てきた菜の花。市では、訪れた観光客をい
っぱいの菜の花で歓迎するため、種の無料
配布を行います。
■配布開始　９月24日（火）～
※なくなり次第終了します。
■配布場所　観光課、山川・開聞支所地域

振興課、時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ、今
和泉分室、池田分室

問い合わせ先
　観光課観光管理係　☎㉒2111（内線323）

鹿児島銀行
山川支店

山川文化
ホール

山川
郵便局

物件
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市
は
、
水
質
汚
濁
の
大
き
な
原

因
と
さ
れ
て
い
る
生
活
排
水
（
汚

水
）
等
を
、
終
末
処
理
場
（
指
宿

市
浄
水
苑
）
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
し
て
か
ら
河
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
。

　

下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
等
を
直
接
流
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
汚
水
が
速
や

か
に
排
除
さ
れ
、
悪
臭
や
ハ
エ
・

蚊
の
発
生
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
汚
水
を
浄
化
し
て
か
ら

放
流
す
る
た
め
、
水
環
境
を
保
全

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
と
き
は
、
早
目
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
・
改
修
す

る
際
は
、
必
ず
市
の
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
法
で
は
、
浄
化
槽
の
場

合
、
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
た
ら
遅
滞
な
く
（
お
お
む
ね

１
年
以
内
に
）、ま
た
、
く
み
取

り
の
場
合
は
、
３
年
以
内
に
下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排

水
は
、
下
水
道
管
を
通
り
、
終
末

処
理
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。
下
水
道

管
の
詰
ま
り
を
防
ぎ
、
汚
水
が
速

や
か
に
排
除
さ
れ
る
よ
う
、
各
家

庭
で
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

○
調
理
器
具
に
つ
い
た
油
類
は
、

古
新
聞
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か

ら
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
等
の
水
に
溶
け
や
す
い

紙
以
外
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
お
風
呂
の
排
水
口
に
髪
の
毛
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
下
水
道
整
備
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

Information情報掲示板

　

交
通
安
全
講
習
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
ど
こ
の
会
場
で

も
受
講
で
き
、
運
転
免
許
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
㉔
２
０
８
０

　

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　個人住民税の特別徴収とは、事業主が所得税の源泉徴収と同じように、従業員に代わって、毎月支払う
給与から個人住民税（市・県民税）を差し引いて市町村に納入する制度です。
　県と南薩地域の４市では、この制度の適正化に向けて、平成26年度から特別徴収を実施していない事業
所に対して、特別徴収義務者の一斉指定を行うことになりました。

問い合わせ先　○税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）○南薩地域振興局県税課　☎0993-52-1317（直通）

　

平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
幼
児
を
対
象
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
大
切
な
健
康

診
断
で
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
■
受
付　

13
時
～
13
時
15
分

■
診
断　

13
時
30
分
～

問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
務
係　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

　
県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部
で
は
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
身

近
な
相
談
ご
と
な
ど
誰
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
。

■
期
日

○
９
月
26
日（
木
）

○
10
月
24
日（
木
）

■
時
間　

13
時
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
小
会

議
室

※
緑
色
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目
印

で
す
。

■
相
談
内
容

　

相
続
・
贈
与
・
遺
産
相
続
協
議

書
、
車
事
故
・
自
動
車
事
故
損

害
賠
償
請
求
・
車
庫
証
明
・
登

録
、
離
婚
・
慰
謝
料
・
養
育
費

請
求
、
分
筆
・
土
地
境
界
、
公

正
証
書
・
遺
言
書
作
成
、
各
内

容
証
明
作
成
、
成
年
後
見
人
、

外
国
人
の
入
管
手
続
き
・
登
録

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
相
談
員　

県
行
政
書
士
会
指
宿

支
部
会
員

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会　

指
宿

支
部
長　

松
﨑
勲

　

☎
㉒
６
８
１
１

　

平
成
26
年
度
（
４
～
９
月
）
に

市
体
育
施
設
を
大
会
等
で
使
用
す

る
団
体
は
、
計
画
書
を
９
月
20
日

 （
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
が
重
な
っ
た
団
体
に
つ
い

て
は
年
間
調
整
会
に
出
席
し
、
団

体
間
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
書
は
指
宿
総
合
体

育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

開
聞
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

年
間
調
整
会
日
程

■
日
時　

10
月
２
日（
水
）15
時
～

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

※
山
川
・
開
聞
地
域
の
体
育
施
設

　

も
同
時
に
行
い
ま
す
。

※
調
整
会
は
今
年
度
か
ら
４
～
９

月
分
、
10
～
３
月
分
と
２
回
に

分
け
て
実
施
し
ま
す
。
10
～
３

月
分
の
調
整
会
に
つ
い
て
は
、

２
月
に
実
施
予
定
で
す
。

通
常
の
練
習
等
の
予
約

　

使
用
す
る
日
の
２
週
間
前
か
ら
、

各
施
設
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

予
約
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

○
い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
㉔
５
３
６
６

　

戦
没
者
の
妻
お
よ
び
父
母
等
の

人
に
、
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

新
規

○
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新

た
に
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
、
生

存
し
て
い
る
戦
没
者
の
妻
お
よ

び
父
母
等

○
第
18
回
ま
た
は
第
20
回
特
別
給

付
金
「
い
」
号
の
受
給
者
の
人

※
手
続
き
は
、
平
成
25
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続　

○
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦
没
者

の
妻
・
父
母
等

※
手
続
き
は
、
平
成
25
年
６
月
12

日
か
ら
平
成
28
年
６
月
13
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
手
続

　

き
が
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
援
護
係　

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）

事
故
防
止
に

交
通
安
全
講
習
会

小
学
校
入
学
前
の

健
康
診
断

県
行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

市
体
育
施
設
の

年
間
調
整
会
と
予
約

戦
没
者
の
妻
等
へ
の

特
別
給
付
金
の
支
給

下
水
道
の
処
理

日　程 会　　　場 対　象　校　区

10月９日（水）
○市民会館
○指宿総合体育館

指宿、魚見、今和泉、池田

10日（木） 丹波

17日（木） 柳田

29日（火） 開聞総合体育館 開聞、川尻

30日（水） 山川文化ホール 山川、大成、徳光、利永

地 域 日　　程 対 象 地 域 会　　　場 時　　間

開聞
９月24日（火） 開聞 開聞農村環境改善センター

19：30〜20：30

26日（木） 川尻 川尻ふれあい交流館

指宿

27日（金） 池田 池田校区公民館

30日（月） 新西方 新西方中央公民館

10月１日（火） 岩本・小牧 岩本漁協漁村センター

３日（木） 指宿 垂門公民館

４日（金） 魚見 魚見校区公民館

７日（月） 指宿 指宿校区公民館

８日（火） 柳田 柳田校区公民館

10日（木） 丹波 丹波校区公民館

山川

11日（金） 大山 大山集落センター

15日（火） 小川 小川区集落センター

17日（木） 福元・町区 山川文化ホール

18日（金） 利永・尾下 利永集落センター

21日（月） 岡児ヶ水 徳光公民館

22日（火） 浜児ヶ水 浜児ヶ水集落センター

24日（木） 成川・鰻 成川区民センター

事業主（給与支払者）・従業員（納税義務者）の皆さんへ

個人住民税は特別徴収で納めましょう

○納税に出向く手間を省かれ、
納め忘れもなくなります。

○分割（12回）で納めるため、
１回当たりの負担が軽くなり
ます。

【特別徴収のメリット】
給与所得者 事業所 指宿市

特別徴収税額の通知
（５月31日まで）

給与支払いの際、
税額を徴収

❸

❹

❶

❸
❷

❺
６月から翌年の５月まで
毎月の給与支給日

給与支払報告書の提出
（１月31日まで）

特別徴収税額の通知
（５月中旬まで）

税額の納入
（翌月10日まで）

税額の計算

特別徴収の方法による納税のしくみ

各
家
庭
で
も
で
き
る
こ
と

下
水
道
事
業
に
理
解
と
協
力
を
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◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

月
の
暑
い
中
、
大
園
原
交

　
　
　

差
点
近
く
の
畑
で
イ
モ
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。
菜
の
花
マ

ラ
ソ
ン
で
、
ふ
か
し
て
ラ
ン
ナ
ー

に
出
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
た
ち
の
努
力
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
大
会
が
成
り
立
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　

（
63
歳　

昔
の
ス
イ
マ
ー
）

　
　
　

民
の
お
も
て
な
し
の
心
で

　
　
　

成
り
立
つ
菜
の
花
マ
ラ
ソ

ン
大
会
。
真
夏
の
暑
い
中
、
す
で

に
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す

ね
。
来
年
は
ど
ん
な
大
会
に
な
る

の
か
、
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
　
　

日
の
猛
暑
に
嫌
気
が
差
し

　
　
　

て
、
唐
船
峡
に
涼
み
に
出

掛
け
ま
し
た
。
平
日
で
し
た
が
、

大
勢
の
人
が
そ
う
め
ん
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
の
そ
う
め

ん
流
し
、
い
い
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
65
歳　

彦
星
）

　
　
　

。
た
く
さ
ん
の
友
達
が
鹿

　
　
　

児
島
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
昼
食
は
唐
船
峡
で
す
。

鹿
児
島
の
人
な
ら
夏
は
絶
対
行
き

ま
す
よ
ね
。
今
年
、
私
は
３
回
行

く
予
定
が
あ
り
ま
す
（
笑
）。暑
い

け
ど
涼
し
く
過
せ
る
場
所
な
の
で
、

楽
し
み
で
し
ょ
う
が
な
い
で
す
。

唐
船
峡
の
後
は
、
コ
コ
だ
！
と
は

し
ご
で
き
る
よ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
が

た
く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
な
。

　
　
　

（
25
歳　

匿
名
希
望
＊
）

　
　
　

船
峡
で
涼
を
楽
し
ん
だ
後

　
　
　

は
、
ど
こ
を
案
内
し
て
あ

げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
度
は
、

市
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
参

考
に
自
分
だ
け
の
観
光
ル
ー
ト
を

計
画
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
開
聞
岳
を
一
周
し
て
か
ら

長
崎
鼻
に
行
く
と
か
。
普
段
な
ら

通
ら
な
い
よ
う
な
回
り
道
で
も
何

か
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。
仮
に
道
に
迷
っ
た
と
し
て
も
、

い
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

ぶ
た
ま
に
乗
り
ま
し
た
。

　
　
　

乗
客
の
皆
さ
ん
、
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
市

役
所
の
職
員
が
旗
を
振
っ
て
く
れ

た
時
は
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
よ
。
な
の
で
、
も
っ
と
手
を
振

る
場
所
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。　
　
　

（
25
歳　

女
性
）

　
　
　

で
は
、「
で
き
る
人
が
で
き

　
　
　

る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
千
本
旗
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪

れ
た
観
光
客
に
市
民
が
旗
を
振
っ

て
お
も
て
な
し
の
心
で
歓
迎
す
る

も
の
で
す
。
希
望
す
る
人
に
は
、

旗
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

暦
の
誕
生
日
に
、
久
し
ぶ

　
　
　

り
に
開
聞
岳
登
山
に
挑
戦

し
ま
し
た
が
、
３
時
間
で
も
山
頂

に
登
れ
ず
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

年
齢
的
に
も
ま
だ
ま
だ
い
け
る
と

思
い
、
今
度
は
古
希
を
記
念
し
て

登
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
い
や
は

や
遭
難
寸
前
で
し
た
。
足
腰
は
大

事
で
す
。

（
69
歳　

横
ば
い
の
こ
じ
っ
く
い
）

　
　
　

暦
や
古
希
の
記
念
に
開
聞

　
　
　

岳
登
山
と
は
、
す
ご
い
体

力
で
す
ね
。
富
士
山
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
開
聞
岳
も
登
山
者
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
　
　

日
、
知
林
ヶ
島
へ
行
っ
て

　
　
　

き
ま
し
た
。
主
人
と
遠
距

離
恋
愛
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
砂
州

を
渡
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
島
に
は
、
絆
を
深
め
る
「
チ

リ
ン
ズ
ベ
ル
」
と
い
う
鐘
が
あ
る

そ
う
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、

３
時
間
か
け
て
の
島
一
周
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。
運
動
不
足
を
痛

感
し
ま
し
た
が
、
最
後
は
達
成
感

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
眺
め
も
最

高
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　

（
29
歳　

さ
ぁ
わ
）

　
　
　

の
思
い
出
で
す
ね
。
知
林

　
　
　

ヶ
島
で
の
デ
ー
ト
が
、
２

人
の
絆
を
深
め
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
島
へ
の
渡
島
は
、
砂

浜
に
足
を
取
ら
れ
て
思
う
よ
う
に

進
み
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
も
解
消
さ
れ
た
の
で
は
。

７

い還

先

市

市

唐

還

チリンズベルと展望台から望む魚見岳

ふかしイモを準備するボランティア

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

長崎鼻から望む開聞岳

連夏

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい９月の図書館カレンダー

鹿児島地域産業の未来
関　満博（著）
新評論

図書館からのお知らせ
特別整理期間のお知らせ…………………………
　山川図書館では、９月10日（火）～15日（日）の
期間、蔵書点検や館内整理のため休館します。
ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解、ご協力
をお願いします。
よるのおはなし会を開催…………………………
　指宿図書館では、次の日程で「よるのおはな
し会」を開催します。
■日時　９月13日（金）　19：30～
※おはなし会終了後、図書館ミステリーツアー

を行います（21：00終了予定）。
■場所　指宿図書館絵本コーナー 
■対象　小学生とその保護者
■定員　15組
※事前に申込が必要です。窓口か電話で申し込

んでください。
医療情報健康コーナーを設置しました…………
　指宿図書館では、「医療情報健康コーナー」を
設置し、病名や病気の症状ごとに見出しを付け
て本を並べているほか、闘病記を集めたコーナ
ーも設けています。また、指宿市が取り組んで
いる「健幸のまち　いぶすき」に関連して、健
康づくりに役立つようなストレッチやウオーキ
ング、ラジオ体操の本も設置しています。

今 月 の お す す め

やさしい大おとこ
ルイス・スロボドキン（作・絵）
こみやゆう（訳）
徳間書店

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

９
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

※９月10日～15日は特別整理期間のため山川図書館は
休館します。

日

行　

事　

な　

ど

1
日

2
月

3
火

4
�

5
木
図
画
作
品
展（
〜
11
日
）

6
金

7
土

8
日
指
宿
海
岸
整
備
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

9
月

10
火

11
�
網
膜
色
素
変
性
症
の
巡
回
相
談

12
木
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
の
巡
回
相
談

特
設
人
権
相
談
所（
中
央
公
民
館
）

13
金
理
科
作
品
展（
〜
18
日
）

14
土
学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

15
日
健
康
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

16
月　
敬
老
の
日

17
火

18
�

19
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

ス
タ
ー
・
ウ
ォッ
チ
ン
グ
③

20
金

21
土
十
五
夜
お
月
見
ウ
オ
ー
ク

22
日

23
月　
秋
分
の
日

24
火
菜
の
花
の
種
無
料
配
布
開
始

25
�
粗
大
ご
み
収
集（
川
尻
区・松
原
田
集
落
）

26
木
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
の
巡
回
相
談

県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

27
金

28
土
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

指
宿
温
泉
祭（
〜
29
日
）

29
日

30
月

【内容】
　西南の辺境にあり、多くの離島がある鹿児島。地理的な
条件から産業発展のチャンスを掴めずにきたが、今、飛躍
の時を迎えている。産業県・畜産王国として、日本の食を支
えてきた鹿児島は、今、何を求められているのか。

　【内容】
　山の上に１人ぼっちで住んでいる、心の優しい大男
は、村人と友だちになりたいと思っていました。だけ
ど、悪い魔法使いのせいで、村人たちは大男を恐がってし
まいます。心温まる幼年童話です。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）……………14：00～14：40

よるのおはなし会・図書館ミステリーツアー（指宿図書館）……19：30～21：00
演じ手：図書館職員

おはなしのとびら（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

７日

28日

15日

13日

曜 夏
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指
宿
地
域

野
間
瑠る

き

あ
希
亜　

上
吹
越　

暢　

寛

麻　

美

諏
訪
園
茉ま

き希　

下
吹
越　

一　

吉

聖　

子

田
之
畑
結ゆ
い
な奈　

外
城
市　

光　

宏

美　

香

永
田　

煌こ
う
が河　

二
月
田　

貴　

久

安
祐
美

有
馬　

正し
ょ
う
じ二　

温　

湯　

純　

久

雅　

美

野
元　

麻ま

な菜　
五
郎
ヶ
岡　

真　

吾

ま
ど
か

野
元　

悠は
る
ま真　
五
郎
ヶ
岡　

真　

吾

ま
ど
か

片
野
田
隼は
や
と斗　
五
郎
ヶ
岡　
　

仁　
直　

子

片
野
田
結ゆ

い衣　
五
郎
ヶ
岡　
　

仁　
直　

子

浜
崎　

真ま

ほ帆　

北
十
町　

正　

也

春　

香

浜
崎　

華か

ほ帆　

北
十
町　

正　

也

春　

香

久
保
田
り
あ
な
※　

南
十
町　

剛　

史

ゆ
か
り

片
野
田
和わ

こ香
※　

柳　

田　

崇　

行

朋　

美

瀬
戸
口
架か

の乃
※　

湯
之
里　

恭　

兵

　

梓

岩
元　

羽は

な菜　

湯
之
里　

公　

昭

由　

美

内
村　
　

湊み
な
と　
大
牟
礼
中　

淳　

二

有　

紀

猿
渡　

真ま

い愛　
大
牟
礼
東　
　

智　
千
津
子

中
馬　

大た
い
せ
い誠

※　

迫　

北　

裕　

二

　

舞

福
永
優ゆ
う
た
ろ
う

太
朗　

片
野
田　

勝　

治

か
お
り

古
川　

陽ひ
よ
り頼　

片
野
田　

美　

和

一　

美

増
永　

樹じ
ゅ
り里　

丈　

六　

弘　

樹

真
理
代

山
川
地
域

永
山　

麗ら

な夏
※　

永　

田　

諒　

祐

志　

歩

大
川　

和か
ず
き紀

※　

前
薗
下　

貴　

之

こ
の
み

中
村　

優ゆ
う
な那　

前
原
下　

真　

哉

加
奈
子

福
留　

実み
さ
き咲　

谷
村
下　

宏　

精

裕　

美

小
川　

航こ
う
き生　

小
川
東　

貴　

之

愛　

子

中
村　

和か
ず
き貴　

西　

村　

翔　

悟

　

純

小
山　

菜な

な那　

野　

元　

玲　

緒

や
よ
い

開
聞
地
域

福
迫　
　

岳が
く

※　

東
開
聞　

淳　

一

真　

希

下
村　

絆と
き
と斗　
　

脇　
　

将　

己

留　

菜

中
拂　

心こ
こ
な菜

※　

荒　

田　

公　

利

　

愛

今
玉
利
英は
な
か佳　

蛭　

子　

賢　

一

華　

世

市
外

橋
木　

聡そ
う
た太　

千
葉
市

緑　

区　
　

猛　
か
お
り

西
川　

武た
け
る琉　

奈
良
県

御
所
市　
　

諭　

　

茜

有　

村　

義　

弘　

61　

下
吹
越

吉　

本　

忠　

雄　

82　

迫　

北

表　

木　
　
　

繁　

73　

堀
切
園

德　

留　

治　

義　

82　

柳　

田

上
敷
領　

フ
ヂ
ヱ　

83　

柳　

田

　
　

平　

俊　

雄　

86　

片
野
田

德　

留　

ト　

ミ　

89　

迫　

北

馬
塲
畑　

サ　

ダ　

94　
細
田
東
前

山
川
地
域

川　

迫　

恵
美
子　

43　

市
山
上

迫　

村　

キ
ミ
ヱ　

95　

中　

村

新　

村　

眞　

幸　

77　
東（
福
元
）

上　

瀨　

吉　

広　

50　

井
手
前

西　
　
　

セ
ツ
子　

78　
　

西

中　

村　

菊　

二　

94　

後
馬
場

中　

野　

ミ　

ネ　

86　

中　

野

松　

木　
　
　

保　

86　

愛
宕
下

阿
間
見　

和　

則　

61　

東　

上

開
聞
地
域

七　

夕　

純　

春　

71　

西　

元

下　

川　

信　

好　

86　

川
尻
西

西　
　
　

利　

秋　

73　

西
開
聞

今　

村　

ハ
ナ
エ　

90　

谷　

村

番　

匠　
　
　

勇　

85　

下　

吉

加　

治　

敏　

子　

60　

上　

手

下　

舞　
　
　

滿　

82　

蛭　

子

七　

夕　

光　

夫　

88　

西　

元

田　

中　
フ
ユ
キ
ク　

99　

田　

中

中　

拂　

ミ
チ
エ　

99　

荒　

田

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
が
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

７
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

兄ちゃんに負けず、元
気に大きくなぁれ!！

片野田和
わ こ

香ちゃん
りあなちゃん、兄ちゃ
ん姉ちゃんと仲よくネ

久保田りあなちゃん

お兄ちゃん達みたいに
元気よく育ってね☆

永山　麗
ら な

夏ちゃん

明るく元気でマイペー
スに大きくなってね。

瀬戸口架
か の

乃ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

隼人お兄ちゃんみたい
に元気に育て～！

大誠☆誕生しました。
姉弟仲よくね!!

大川　和
かず き

紀ちゃん 中馬　大
たいせい

誠ちゃん
ニコニコ笑顔で大きく
なーれ★ !

お兄ちゃんと仲良く遊
んでね★

中拂　心
ここ な

菜ちゃん 福迫　岳
がく

ちゃん

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

パ
パ
マ
マ
育
児
休
業
プ
ラ
ス

　

育
児
休
業
（
育
休
）
は
、
こ
れ

ま
で
子
ど
も
が
原
則
１
歳
に
達
す

る
ま
で
し
か
取
得
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
両
親
が
共
に
取
得
す
る

場
合
に
は
、
１
歳
２
カ
月
に
達
す

る
ま
で
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

例
え
ば
、
母
親
が
職
場
復
帰
す

る
と
同
時
に
父
親
が
育
児
休
業
を

取
得
し
た
り
、
母
親
の
育
児
休
業

が
終
わ
る
こ
ろ
に
父
親
が
育
児
休

業
を
取
得
し
た
り
す
れ
ば
、
母
親

の
職
場
復
帰
の
準
備
に
対
す
る
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
、
自
分
の
生
活
に

合
っ
た
制
度
を
活
用
し
た
人
の
体

験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

育
児
休
業
体
験
談

　

私
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
み

よ
う
と
決
心
し
た
理
由
は
、
法
律

（
育
児
介
護
休
業
法
）
の
改
正
で

し
た
。
私
の
場
合
は
、
妻
が
三
男

の
育
児
休
業
か
ら
復
職
す
る
の
と

入
れ
替
わ
り
で
休
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
周
り
の
仲
間
か
ら
は
、「
三

男
に
と
っ
て
も
一
番
大
好
き
な
お

母
さ
ん
か
ら
離
れ
て
い
き
な
り
保

育
園
に
通
う
の
で
は
な
く
、
お
父

さ
ん
で
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
き
て

い
い
制
度
」
だ
ね
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
た
っ
た
１
カ
月
で
は
家
事
や

育
児
の
ス
キ
ル
が
十
分
身
に
付
く

程
の
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
家
庭
や
仕
事
、
社
会
の
こ

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

両
親
で
共
に
つ
な
ぐ
育
休
を

出産 ８週間 １歳 １歳２カ月

母  産後休業

パパママ育休プラス活用例

父  育児休業

母  育児休業

出産 ８週間 １歳 １歳２カ月

母  産後休業 母  育児休業

父  育児休業

鎭
守
明あ

か

り
花
里　
鹿
児
島
市　

正　

一

　

恵

山
野　

友ゆ
う
し
ん進　
鹿
児
島
市　

昇　

太

昭　

子

指
宿
地
域

福　

元　

ノ　

リ　

94　

仮　

屋

吉　

元　

ア
ヤ
子　

88　

下　

里

秋　

元　

勝　

春　

79　

北
十
町

今　

林　
　
　

葊　

92　

道　

下

福　

元　

康　

子　

71　
五
郎
ヶ
岡

葊　

森　

ヒ
サ
子　

91　

湯
之
里

新
小
田　

勝　

則　

80　

南
十
町

上
川
床　

睦　

夫　

89　
大
牟
礼
西

山　

本　

完　

治　

52　

堀
切
園

小　

村　

榮　

治　

81　

片
野
田

畠
久
保　

テ　

ル　

101　
　

宮

亀
之
園　

榮　

一　

76　

下　

里

辻　
　
　

伸　

一　

80　

向　

吉

中　

野　

勇　

美　

62　

小
牧
東

下　

前　

イ
ト
エ　

87　
　

宮

下
川
床　

ハ
ル
ヱ　

91　

宮
之
前

山　

下　

日
出
夫　

91　

南
十
町

植　

村　

信　

雄　

89　

湯
之
里

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍ
Ｂ
以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

メ
ガ
バ
イ
ト

32広報いぶすき　９月号2013.９　No.93ⅠBUSUKⅠ33



分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今	月のドクター
指宿医師会　宇宿　一成

Doctor

プールに入ってもいいの？

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
暑
い
夏

の
大
き
な
楽
し
み
は
プ
ー
ル
浴
で
し

ょ
う
。

　

し
か
し
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

皮
膚
の
病
気
に
子
ど
も
が
か
か
っ
て

い
る
場
合
、
プ
ー
ル
に
入
れ
て
い
い

か
ど
う
か
、
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
起

こ
る
「
水
い
ぼ
（
伝
染
性
軟
属
腫
）」

は
、
プ
ー
ル
浴
に
よ
る
感
染
確
率
は

低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
プ
ー

ル
浴
を
控
え
る
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。

　

海
外
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
自
然

に
治
る
の
を
待
つ
こ
と
を
推
奨
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
放
置
す
る
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
保
護
者
も
多
く
、

啓
発
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
啓
発
の
１
つ
の
形
と
し

て
日
本
臨
床
皮
膚
科
学
会
は
、
日
本

小
児
皮
膚
科
学
会
と
合
同
で
「
皮
膚

の
学
校
感
染
症
と
プ
ー
ル
に
関
す
る

統
一
見
解
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
と
び
ひ
（
伝
染
性
膿の

う
か
し
ん

痂
疹
）」は
治

る
ま
で
プ
ー
ル
は
禁
止
。

　

水
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
は
な

い
が
、
小
児
同
士
の
接
触
で
症
状
の

悪
化
や
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
。

「
水
い
ぼ
」
は
、
プ
ー
ル
に
入
っ
て

も
よ
い
。

　

タ
オ
ル
や
浮
き
輪
な
ど
の
共
用
は

で
き
る
だ
け
避
け
る
。
プ
ー
ル
後
は

シ
ャ
ワ
ー
で
肌
を
よ
く
洗
う
。

頭
ジ
ラ
ミ
は
、
治
療
を
開
始
し
た
状

態
な
ら
プ
ー
ル
に
入
っ
て
も
よ
い
。

　

た
だ
し
、
タ
オ
ル
や
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、

水
泳
帽
の
貸
し
借
り
は
し
な
い
。

疥か
い
せ
ん癬

（
ダ
ニ
の
一
種
の
寄
生
に
よ
っ

て
起
こ
る
皮
膚
病
）
も
治
療
開
始
後

で
あ
れ
ば
プ
ー
ル
に
入
っ
て
も
よ
い
。

　

た
だ
し
、
角
化
型
疥
癬
は
感
染
力

が
強
い
の
で
、
外
出
自
体
を
控
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学

校
に
は
す
で
に
連
絡
し
て
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
保
護
者
に
も
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
は
気
温
が
高
く
て
日
差
し
も
強

く
、
肌
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
や
す
い

季
節
で
す
。
発
汗
も
肌
の
バ
リ
ア
を

壊
し
て
、
感
染
症
が
起
り
や
す
い
要

因
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
プ
ー
ル
浴
と
治
療
と
は

ま
た
別
の
問
題
で
す
。

　

と
び
ひ
は
、
ひ
ど
く
な
る
と
全
身

の
肌
が
た
だ
れ
た
よ
う
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
抗
生
物
質
を
用

い
た
早
期
の
治
療
が
必
要
で
す
。

　

水
い
ぼ
は
、
い
ぼ
の
周
り
の
皮
膚

が
カ
サ
カ
サ
し
て
痒か

ゆ

く
な
り
、
か
き

過
ぎ
る
と
細
菌
が
感
染
し
て
し
ま
い

と
び
ひ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
っ
か
い
て
と
び

ひ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
痒
み
が
強
い
場
合
に
は
落

ち
着
き
を
な
く
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
痒
み
を
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
頭
ジ
ラ
ミ
や
疥
癬
の

場
合
は
、
病
原
寄
生
虫
を
殺
す
治
療

が
必
要
で
す
。

　

み
ん
な
で
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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